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は じ め に

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、教育委員会は毎年、

その権限に属する事務の管理及び執行状況について点検・評価を行い、議会へ

の報告及び公表を行うこととされています。

蘭越町教育委員会では、教育行政の一層の充実と町民の皆様への説明責任を

果たすため、平成２０年度から継続して点検・評価を実施してまいりました。

本報告書は、令和６年度に改定した「蘭越町教育推進計画」（令和７年度から令

和１１年度）に基づき、各施策の取組状況を確認し、成果と課題、今後の方向

性を整理したものです。

近年、少子高齢化や人口減少、情報通信技術の進展、グローバル化の進行に

加え、子どもたちを取り巻く環境や価値観は大きく変化しています。また、コ

ロナ禍を経て、学びの在り方や人とのつながり、多様性を尊重する視点の重要

性も一層高まっています。

こうした中、蘭越町教育推進計画が目指す、ふるさと蘭越への誇りと愛着を

育み、一人一人が自らの可能性を伸ばし、これからの社会をたくましく生きる

力を身に付ける教育の実現に向け、学校・家庭・地域が連携しながら、子ども

から大人まで誰もが学び続けることのできる環境づくりを進めてまいります。

今後も、本報告書で明らかとなった課題を踏まえ、施策の改善と充実を図りな

がら、町民の皆様に信頼される教育行政を進めてまいります。

結びに、点検・評価にあたり貴重な御意見をいただきました蘭越町教育委員

会点検評価外部評価委員会の委員各位に、心から感謝申し上げます。

令和８年９月

蘭越町教育委員会
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第１章 教育委員会の活動状況

第 １ 章 の ポ イ ン ト

教育委員会委員名簿、会議の開催状況、条例・規則等の制定及び改正、委

員・各種委員会の活動状況、教育関係者の表彰など、令和７年度に教育委員

会が行った活動状況について整理しています。
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１ 教育委員会委員名簿

２ 教育委員会の会議の開催状況

蘭越町教育委員会の会議は、おおよそ毎月１回開催しており、緊急の案件がある場合には臨時

の会議を開催しています。

この会議において、教育長と４名の教育委員が教育行政の基本方針の決定、教育に関する条例

及び規則等の制定や改正など、様々な議題について審議しています。

職 名 氏 名 任 期

委 員 西 澤 雅 明 平成 16 年 10 月 23 日～令和 10 年 10 月 22 日

委 員 髙 橋 浩 之 令和 2年 10 月 23 日～令和 10 年 10 月 22 日

委 員 宮 武 かおり 令和 5年 12 月 21 日～令和 9年 12 月 20 日

委 員 安 田 智恵子 令和 5年 12 月 21 日～令和 9年 12 月 20 日

教 育 長 渡 邊 貢 令和 6年 12 月 20 日～令和 8年 12 月 19 日

期 日 付 議 案 件 等

第４回
令和７年

４月２８日

（報告）
（１）小中学校の体罰等に係る実態把握、対応状況について
（審議）
（２）蘭越町教育大綱の改定について
（３）蘭越町特別支援連携協議会委員の任命について
（４）蘭越町教育支援委員会委員の任命について
（５）蘭越町学校給食センター運営委員会委員の委嘱について
（６）蘭越高等学校教育振興対策事業実施要綱の一部を改正する告示（案）

について
（７）蘭越町体育振興奨励事業補助金交付要綱の一部を改正する告示（案）

について
（８）ふるさとらんこし未来応援奨学金奨学生の採用について
（９）蘭越町放課後子ども教室運営委員会委員の委嘱について

第５回
令和７年

６月 ５日

（報告）
（１）学校職員の交通事故等に係る指導等について
（２）蘭越町学校運営協議会委員の任命について
（承認）
（３）令和７年度要保護・準要保護児童生徒の認定について
（審議）
（４）令和７年度一般会計教育費補正予算について
（協議）
（５）蘭越町立学校の教職員に係る超過在校等時間の公表について
（６）教育委員視察研修について

第６回
令和７年

６月 ２３日

（報告）
（１）職員の懲戒処分等について
（協議）
（２）令和７年度第１回教育委員学校訪問について

第７回
令和７年

８月８日

（報告）
（１）学校職員の交通事故等に係る指導等について
（２）令和７年度全国学力・学習状況調査の結果について
（３）令和７年度一般会計教育費補正予算について
（協議）
（４）令和７年度第１回教育委員学校訪問結果について
（５）教育委員会の当面のスケジュールについて
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第８回
令和７年

９月１０日

（審議）
（１）令和８年度使用小学校用教科書の採択について
（２）令和８年度使用中学校用教科書の採択について
（３）令和８年度使用小・中学校用特別支援学級教科用図書（一般図書）

の採択について
（４）令和７年度一般会計教育費補正予算（案）について
（協議）
（５）蘭越町教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告書（案）につ

いて
（６）令和７年度全国学力・学習状況調査の結果公表について
（７）旅館業法第３条第４項に規定する学校周辺の旅館業許可に係る意見

聴取について

第９回
令和７年

１０月３０日

（報告）
（１）就学学校指定変更申請の承諾について
（２）小中学校のいじめ問題の対応について
（３）令和７年度全国学力・学習状況調査結果について
（４）令和７年度一般会計教育費補正予算について
（審議）
（５）蘭越町学校運営協議会委員の任命について
（協議）
（６）蘭越町立学校の教職員に係る超過在校等時間の公表について
（７）令和７年度第１回蘭越町総合教育会議について

第１０回
令和７年

１１月２７日

（審議）
（１）蘭越町立学校職員の在宅勤務実施要領（案）について
（２）令和７年度一般会計教育費補正予算（案）について
（協議）
（３）令和８年度「教育行政執行方針」骨子について
（４）令和８年度一般会計教育費予算（案）について
（５）令和７年度第１回蘭越町総合教育会議について

第１１回
令和７年

１２月２３日

（承認）
（１）蘭越町図書館読書通帳交付要綱（案）について
（協議）
（２）旅館業法第３条第４項に規定する学校周辺の旅館業許可に係る意見聴

取について

第１回
令和８年

１月３０日

（報告）
（１）令和７年度一般会計教育費補正予算について
（審議）
（２）蘭越町立学校管理規則の一部を改正する規則（案）
（３）令和８年度全国学力・学習状況調査実施方針（案）
（協議）
（４）令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果報告書」

における市町村別結果の公表について（北海道教育委員会教育長通知）

第２回
令和８年

２月２０日

（審議）
（１）学校職員の人事の内申について
（２）令和７年度一般会計教育費補正予算（案）について
（３）令和８年度教育行政執行方針（案）について
（４）令和８年度一般会計教育費予算（案）について
（５）令和８年度歳入歳出予算のうち教育関係予算に係る教育委員会の意見

について
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３ 条例・規則等並びに各種計画等の制定及び改正

第３回
令和８年

３月２５日

（報告)
（１）蘭越町教育委員会事務局職員の任免について
（２）学校職員の人事の内申について
（３）令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果について
（４）令和７年度一般会計教育費補正予算について
（承認）
（５）令和８年度要保護・準要保護児童生徒の認定について
（審議）
（６）蘭越町教育委員会事務局職員の任免について［議案］
（７）蘭越町学校給食費の徴収に関する条例施行規則の一部を改正する規則

（案）について
（８）蘭越町体育施設条例施行規則及び蘭越町花一会図書館の設置及び管理

に関する条例施行規則の一部を改正する規則（案）について
（９）学校運営協議会委員の任命について
（10）蘭越町生涯学習推進委員の選任に係る意見について
（11）蘭越町放課後子ども教室運営委員会委員の委嘱について
（12）蘭越町花一会図書館運営協議会委員（補欠）の任命について

令和７年度の教育関係の条例制定、改正はありません。

規則・要綱等の制定、改正の状況は次のとおりです。

なお、各種計画等については、令和７年度の制定、改定はありません。

（１）条例・規則・要綱等の制定、改正及び廃止

公布（施

行）年月日
題 名

7.11.28

7.12.25

蘭越町立学校職員の在宅勤務実施要領

蘭越町花一会図書館読書通帳交付要綱
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４ 教育委員会委員の活動状況

教育委員会委員は、月１回の定例会に加え、例年、各小中学校の行事、各種表彰式へ出席するほ

か、各種研修会に出席するなどの活動をしています。

主な活動状況 ※教育長は除く

５ 各種委員会等の活動状況

蘭越町教育委員会に設置している主な審議機関、委員会等は次のとおりです。第６次蘭越町総

合計画後期基本計画（令和７年度～令和１１年度）や教育計画「蘭越町教育推進計画（令和７年度

～令和１１年度）」と整合性を図りながら、生涯学習活動、子どもの読書活動等の推進に努めまし

た。

日 時 活 動 内 容 委 員 名

４月４日

５月２２日

６月２３日

７月１７日

７月１８日

８月１５日

１１月２８日

１２月２日

転入教職員辞令交付式

蘭越高校を地域とともに考える会総会

教育委員学校訪問（昆布小・蘭越小・蘭越中）

北海道市町村教育委員研修会（札幌市）

教育委員視察研修（北広島市）

蘭越町「はたちのつどい」

後志管内市町村教育委員会研修会（オンライン）

蘭越町総合教育会議

全員

安田

全員

全員

全員

全員

安田

全員

名 称 委員数
会 議

開催数
主 な 協 議 事 項

会議開催

年 月 日

蘭越町生涯

学習推進委

員会

１５

全体会

１

社会教

育専門

部会

１

文化財

専門部

会

・令和７年度 第１回会議（令和７年度 生涯

学習の推進及び専門部会の具体的な活動に

ついて）

社会教育専門部会

・令和７年度 第１回社会教育専門部会会議

（令和７年度社会教育関係報告並びに事業

評価について）

文化財専門部会

・令和７年度 第１回文化財専門部会会議

（「蘭越ふるさと学習館の移転計画につい

て」）

令和 7. 4.28

令和 8.2.24

令和 7.6.10
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・令和７年度 第２回文化財専門部会会議

（令和７年度社会教育関係報告並びに事業

評価について、「蘭越ふるさと学習館の」移

転について）

令和 8.2.24

蘭越町子ど

も教室運営

委員会
８ ２

・令和７年度放課後子ども教室の運営の体制

並びに蘭越町学校支援地域本部事業につい

て

・令和 7年度放課後子ども教室実施状況につ

いて

令和 7. 5. 9

令和 8. 3.23

蘭越町花一

会図書館運

営協議会
１０ １

・会長・副会長の選出

・令和６年度図書館運営状況

・令和７年度図書館運営

令和 7. 4.24

蘭越町スポ

ーツ推進委

員会議
１１ ３

・第１回スポーツ推進委員会議

・第２回スポーツ推進委員会議

・令和７年度の総括について

令和 7. 4.10

令和 7.10.29

令和 8. 3.18

蘭越町スポ

ーツ表彰選

考委員会

６ １

・令和７年度蘭越町スポーツ功労賞及びスポ

ーツ栄誉賞の選考について

令和 7.10.29

（書面開催）

蘭越町学校

給食センタ

ー運営委員

会

８ ２

・令和６年度給食会計収支決算

・令和７年度学校給食センター費予算

・令和８年度給食回数について

・令和８年度給食費改定について

令和７. 6.18

令和７.12.23

蘭越町特別

支援連携協

議会（相談

支援チーム

会議）

２５

チーム

会議

１

・幼児児童生徒の個別での支援方向検討

・翌年度就学児童の情報共有と支援方向検討

・翌年度中学進学生徒の情報共有と支援方向

検討

令和 7. 8.28

蘭越町特別

支援連携協

議会（医療

的ケア運営

協議会専門

部会）

８ １

・関係規定及びガイドラインの点検

・看護師配置終了に伴う医療的ケア実施マニ

ュアル及び緊急時対応マニュアルの改正

令和 8. 3.24
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蘭越町外国

語教育連携

推進会議
２１

ﾜｰｷﾝｸﾞﾁ

ｰﾑ会議

２

・令和７年度の成果と課題

・令和７年度の成果と課題

・令和 8年度の取り組みについて

令和 7.10.10

令和 8.3.27

蘭越町学校

運営協議会

１８

全体会

３

学校

部会

３

第１回

・令和７年度学校運営協議会の推進について

・グループによる意見交換について

第２回

・令和７年度上半期学校経営の報告について

・令和７年度上半期地域学校協働活動の実施

について

・令和７年度上半期地域学校協働活動につい

て意見交換等

第３回

・令和７年度地域学校協働活動の実施報告に

ついて

・後志教育局教育支援課教育指導班より情報

提供（熟議の活用について）

・蘭越中学校部会

・昆布小学校部会（上半期）

〃 （下半期）

・蘭越小学校部会

令和 7．5.20

令和 7．11.5

令和 8．3.6

令和 8．3.6

令和 7．10.2

令和 8．2.25

令和 8．3.4
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６ 令和７年度予算の状況

令和７年度一般会計教育費の最終予算は１，５５９，７３５千円で、一般会計の１７．１％を占

め、教育費全体としては、対前年比１８，３８３千円の増となりました。蘭越中学校の大規模改修

工事（Ⅱ期工事）を行ったほか、電算室を構築し、町立学校における情報セキュリティの強化に努

めました。また、蘭越小学校校舎照明のＬＥＤ化、導入から５年が経過したＧＩＧＡスクール学

習用タブレットの更新を行いました。また、安心で安全な給食を安定的に提供していくために給

食センター調理業務を民間業者へ委託しました。そのほか、学校運営、社会教育やスポーツ活動

等限られた財源の中、効率的な各種事業の実施に努めました。

教育費最終予算の内容（項、目別予算） （千円）

項 及 び 目 予 算 額

１ 教育総務費 ２３１，７８０

（１）教育委員会費 １，５３６

（２）事務局費 １５３，９８０

（３）奨学金 ３，９６０

（４）スクールバス費 ７２，３０４

２ 小学校費 ８８，３１２

（１）学校管理費 ８１，５３３

（２）教育振興費 ６，７７９

３ 中学校費 ９７３，１９９

（１）学校管理費 ９６６，８７６

（２）教育振興費 ６，３２３

４ 社会教育費 ７２，５１４

（１）社会教育総務費 １３，３２６

（２）町民センターらぶちゃんホール費 １６，９７９

（３）花一会図書館費 ３７，９４４

（４）放課後子ども教室費 ４，２６５

５ 保健体育費 １９３，９３０

（１）保健体育総務費 １９，４５１

（２）体育施設費 ５７，００９

（３）学校給食センター費 １１７，４７０

合 計 １，５５９，７３５
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７ 行政改革（組織機構）の取組について

近年、国・地方を通じる財政の危機的状況は益々その深刻さの度合いを深め、地方公共団体の財

政状況は、年々その厳しさを増してきており、この難局を乗り越えるためには財政構造そのもの

を変革する必要があります。

そのためには、財政と不可分の関係にある行政の仕組みと連動させて推進する必要があり、現

行の制度や施策を見直し、行財政の構造をその根源から変革するため、組織体制や事務事業の見

直しを進めました。

また、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、教育委員会の事務の管理・執行

状況について、毎年、点検・評価が義務付けられておりますので、令和６年度の蘭越町教育推進計

画の実施状況等報告書を作成の上、議会へ提出及び公表をしております。

（１） 組織体制の見直し

令和７年度も、教職員の働き方改革に対応する部活動指導員の配置や特別な支援や配慮が必

要な小学校入学前の幼児、小・中学校に在籍する児童生徒及び保護者に対して、言語面や行動面

等に関する教育相談や情報提供、関係機関との連携を行う教育相談支援員を設置するとともに、

昨年同様、職員を兼務発令し、業務の円滑な執行に努めました。

・ 教 育 次 長 ～ 学校給食センター長、業務係長 兼務

・ 学 務 課 主 幹 ～ 総務係長 兼務

・ 生 涯 学 習 課 主 幹 ～ 町民センター長、花一会図書館館長及び業務係長 兼務

・ ス ポ ー ツ 課 主 幹 ～ 総合体育館長 兼務

・ スポーツ課スポーツ振興係長 ～ スポーツ施設係長及び総合体育館業務係長 兼務

（２） 事務事業等の見直し

多くの施設、備品等が老朽化しており、修繕、更新に向けた費用も見込まれることから計画的

な予算の措置、執行が求められます。人口減少や少子高齢化、社会情勢の変化に対応するため、

限られた資源を有効活用し、教育施策の向上に努めます。
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８ 教育関係者の表彰等

令和７年度の主な教育関係の表彰等は次のとおりです。

（１）蘭越町表彰

教育文化功労者表彰

白 石 勇（社会教育委員 蘭越町）

（２）蘭越町文化功労者表彰

文化功労者表彰

松本 佳世子（字湯里） 音楽の普及

中兼 裕美子（蘭越町） 日本舞踊の普及

上野 朝子 （字大谷） 俳句の普及

（３）蘭越町スポーツ表彰

スポーツ功労者表彰

志 田 英 男（ソフトテニス協会）

宮谷内 秀 樹（卓球協会）

山 本 清 隆（卓球協会）

（４）関係団体表彰

・蘭越町文化団体協議会表彰

ア 文化賞

吉田 文子（蘭越短歌会）

山岡 美智子（木彫愛好会）

中村 孝（蘭越町根曲がり竹細工研究会）

イ 文化奨励賞

谷内 ひさ子（歌声サークル「はな」）

・ 蘭越町スポーツ協会スポーツ表彰

ア スポーツ功労賞

屋 敷 広 美（ソフトボール協会）

イ スポーツ振興賞

石 見 重 徳（卓球協会）

福 岡 直 樹（ソフトボール協会）

ウ スポーツ奨励賞

気 田 夏 梨（蘭越中２年）北海道中学校柔道大会 女子７０㎏級 第３位

エ スポーツ努力賞

佐 藤 琉 希（蘭越中３年）小樽後志中体連ソフトテニス大会 男子個人 優勝

亀 井 祐羽麻（蘭越中３年）小樽後志中体連ソフトテニス大会 男子個人 優勝

堀 は る（蘭越小５年）小樽後志小学校陸上記録会小５女子 100ｍの部 優勝

蘭越中学校ソフトテニス部 小樽後志中体連ソフトテニス大会 男子団体 優勝

蘭越中学校バレーボール部 小樽後志中体連バレーボール大会 女子団体 優勝
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オ スポーツ特別賞

佐々木 里和子（蘭越中３年）全国中学校スキー大会 女子 SL ４位

GSL ７位

JOCジュニアオリンピックカップ 2025 全日本ジュニアスキー選手権

女子 GSL ７位



第２章 令和７年度教育推進計画

に基づく評価（内部評価）

第 ２ 章 の ポ イ ン ト

令和７年度から令和１１年度までを計画期間とする蘭越町教育推進計画に

基づき、令和７年度の教育委員会の活動の点検・評価を行ったものです。

具体的には、「教育推進計画」に示した 27 項目の施策について、目標指標

の実施状況や、令和７年度事業の取組概要・成果や課題・今後の方向性を整

理しています。
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（１）確かな学力の育成を図る教育課程の編成と実施

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

児童・生徒

の授業の理

解

全国学力･学習状況調査におい

て、「国語、算数・数学の授業の

内容は分かる」と回答した町内児

童・生徒の割合（小学６年生、中

学３年生）

小国 100.0％

小算 81.0％

中国 91.7％

中数 70.8％

中英 58.3％

小国 96.9％

小算 81.3％

中国 84.8％

中数 60.7％

中英 質問項

目なし

小国 79.5％

小算 64.1％

中国 83.9％

中数 67.7％

中英 質問項

目なし

小国、算 90％

中国、数 80％

中英 65％以上

をめざす

基礎・基本

の定着の状

況

全国学力・学習状況調査におい

て、全国平均正答率を 100 とした

場合の町内学校のすべての教科

の平均正答率

小国 104

小算 117

中国 95

中数 84

小国 96

小算 98

中国 77

中数 65

小国 103

小算 103

中国 96

中数 87

すべての教科

で 100 以上を

めざす

家庭学習の

取組状況

全国学力・学習状況調査におい

て、「学校の授業時間以外に、普

段（月～金）、１日当たりどれく

らいの時間、勉強しますか」とい

う設問に対して、「１時間以上勉

強している」と回答した町内児

童・生徒の割合

小 47.6％

中 54.2％

小 43.8％

中 30.3％

小 43.5％

中 42.0％

「１時間以上

勉強する」と回

答する町内児

童 ・ 生 徒 の

60％以上をめ

ざす

幼保小中の

連携

確実な接続を目指す相互視察（授

業参観等）や乗り入れ授業の実施

幼保小視察

入学説明会

体験入学

中→小視察

中→小乗り入

れ授業

幼保小視察

入学説明会

体験入学

中→小視察

中→小乗り入

れ授業

幼保小視察

入学説明会

体験入学

中→小視察

中→小乗り入

れ授業

視察や乗り入

れ事業100％を

めざす

指導技術の

向上

教職員の教科指導に係る専門的

な研修への参加率

95.6％ 97.7％ 92.7％ 一人一研修を

めざす

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

全国学力・学習状況調査の結果を踏

まえた授業改善

・全国学力・学習状況調査結果の分析内容

を学校内で共有し、教育課程の編成、実

施、評価、改善を図ることで授業改善に

取り組んだ。

・学力向上に向けた授業改善

を継続し、授業力に重点を

置いた職員の資質向上を図

る。

施策項目 １ 確かな学力の育成

学校と家庭が連携を図りながら、子どもの学ぶ意欲を育むとともに、望ましい学習習慣を

身に付けさせ、確かな学力を育む。
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（２）基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させるとともに、思考力・判断力・表

現力の育成を図る学習活動の充実

（３）学年の発達段階に応じた家庭での学習習慣の定着を図り、主体的に学習に取り組む

等、学びに向かう力の涵養

（４）幼保小中の連携を図るとともに、確実な接続を実現する指導体制の確立

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

放課後や長期休業期間を利用した

補充的な学習、児童生徒の主体的

な学習を支援する体制の充実

・休み時間や放課後等を利用し、必要に応

じて指導を行ってきた。（蘭越小）

・放課後に放課後子ども教室と連携し、児

童の実態に合わせた補充的な学習を行っ

た。（昆布小）

・長期休業期間中に夏２回、冬２回の学習

会を実施した。（蘭越小・昆布小）

・定期テスト前放課後学習会や長期休業中

学習会に加え、随時放課後学習を行っ

た。（中学校）

・限られた時間の中で、でき

る範囲での対応を継続して

行っていく。（蘭越小）

・プリントやＡＩドリル等を

活用して、基礎事項の定着

を図る。（昆布小）

・個に応じた学習支援を継続

する。（中学校）

① 令和７年度取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

家庭における学習習慣の確立 ・「家庭学習の手引き」を全家庭に配付し、基

本の学習スタイルの共通理解を図った。ま

た、保護者会等の機会を通じて、学校と家

庭との緊密な連携に努めたものの、毎日の

学習習慣がしっかりと定着するまでには、

まだ個人差がある。（蘭越小）

・家庭学習の手引きを配付し、家庭の協力を

求めた。成果を廊下に掲示し、内容交流や

良い例の紹介をして、内容の向上を図っ

た。（昆布小）

・各教科の家庭学習ノートを毎日提出するよ

う指導し、各教科担当が添削してコメント

を記入し、継続して取り組めるよう努め

た。また、スマイルネクスト（学習用タブ

レット端末学習ドリル）の活用を促した。

（中学校）

・すべての子どもたちが自主的

に取り組めるよう、家庭と連

携して進めていく。（蘭越小）

・今後も内容交流や良い例の紹

介など、習慣化につながる手

立てを講じていく。（昆布小）

・学習ノートとスマイルネクス

ト（学習用タブレット端末学

習ドリル）の自主的な取り組

みを進める。（中学校）

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

スムーズな接続を実現する連携・指

導体制の確立

・幼保小および小中の教員間で引き継ぎ会を

行い、児童の体験入学や保護者説明会を実

施した。（蘭越小）

・入学前の「はばたきシート」の引き継ぎ、中

学校からの乗り入れ授業（中学校の生活事

前学習等）を継続して実施している。（昆布

小）

・教育課程交流会や町教研において、学習規律

の共有や、小学校への乗り入れ授業、授業参

観を積極的に行った。（中学校）

・スタートカリキュラムの効

果を確かめながら、さらに

スムーズな接続ができる指

導体制づくりを進めてい

く。（蘭越小）

・今後も継続するとともに、

学校種間を超えて授業を見

合う機会を増やし、よりス

ムーズな接続になるよう図

る。（昆布小）

・町教研での連携に加えて行

事や授業の参観・交流を積

極的に図る。（中学校）
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（５）管理職や先輩教員からの学びや同僚間の学び合いと校内研修の推進

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

外部での研修や外部講師を招く研修

による教科研究の充実

・外部講師の活用により、教員の専門的な指導

力の向上と教科研究の深化を図ることがで

きた。研修で得た学びや理論を、実際の授業

や日常の教育活動に定着・還元させていく

必要がある。（蘭越小）

・後志教育研修センターの研修講座へ積極的

に参加し、校内で成果の共有を図った。ま

た、町教研主催で広島工業大学安藤明伸氏

を迎え、『個別最適な学びと協働的な学びの

一体的な推進における一人一台端末の活

用』に参加し、研修を深めた。（昆布小）

・研修の受講奨励に加えて他校への授業参観

を設定し、キャリアステージに応じた研修

を促した。（中学校）

・外部講師を招いた研修を継

続し、教科研究をさらに発

展させる。あわせて、研修の

成果を学校全体で共有し、

実践につなげるための校内

体制を強化する。（蘭越小）

・働き方改革を進めつつ、外

部研修へ積極的に参加する

とともに、外部講師の積極

的な活用を図る。（昆布小）

・後志研修センター所員とし

て派遣する職員を中心に研

修内容を職員全体に還流し

て校内研修を深める。（中学

校）
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（１）一貫した支援をめざした特別支援教育の推進

施策項目 ２ 特別支援教育の充実

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

「個別の教

育支援計

画」の策定

状況

通常学級に在籍する特別な支援

を必要とする児童・生徒の「個

別の教育支援計画（幼保：はば

たきシート）」の入学・進学先等

における引き継ぎ、活用してい

る割合

幼・保→

小 100％

小→中 100％

中→高 100％

幼・保→

小 100％

小→中 100％

中→高 100％

幼・保→

小 100％

小→中 100％

中→高 100％

対象児童・生徒

について 100％

活用を維持し、

高校での活用

100％をめざす。

特別支援教

育に関する

研修の状況

各校の特別支援教育に関する校

内研修の実施状況

各小学校、校内

研修に取り上

げている。

中学校、年間計

画の中に位置

づけ、実施して

いる。（Ｒ５年

度は指導主事

要請訪問によ

り、特別支援に

関わる研修を

実施）

各小学校、校内

研修で取り上

げている。

中学校、年間計

画の中に位置

づけて実践し

ている。（ユニ

バーサルデザ

インの視点を

取り入れた授

業について研

修を実施）

各小学校、校内

研修で取り上

げている。

中学校、年間計

画の中に位置

づけて実践し

ている。（特別

支援教育の視

点を生かした

授業について

研修を実施）

各校 1回以上の

研修開催継続実

施

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

通常学級に在籍する特別な支援を

必要とする児童・生徒における

「個別の教育支援計画」の策定・

活用

・通常学級担任、特別支援コーディネーター、

通級担当が支援計画を共有し、活用するこ

とで特別な支援を必要とする児童に寄り

添うことができた。（蘭越小）

・通常学級担任、特別支援学級担任、通級担

当が連携し、「個別の教育支援計画」「個別

の指導計画」を策定し、指導に活用してい

る。（昆布小）

・「実態把握票」を作成し、特別な支援を要す

る生徒を把握して、「個別の教育支援計画」

を策定して活用した。（中学校）

・「子ども支援委員会」や「情報

交流会」を開催し、子どもの

今の姿に合わせて、いつでも

ぴったりな支援ができる仕組

みを進めていく。（蘭越小）

・今後も校内サポート会議で情

報を共有しながら、実態に応

じた支援ができるよう推進す

る。（昆布小）

・「実態把握票」の作成を継続

し、合理的配慮や支援計画に

つなげ、学校全体で共通した

支援を行う。（中学校）

外部講師の協力も得ながらより一層教育の質を高めていきつつ、幼保の段階の児童から

アプローチを始めて、特別支援の充実を図っていく。
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（２）幼稚園、小・中学校、高等学校などにおける特別支援教育の充実

（３）特別支援教育に関する研修の充実

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

蘭越町特別支援連携協議会の専門

的な相談支援の充実（就学支援シ

ートの取組含む）

・関係機関と連携を図り、相談支援を実施し

た。子どもたちにより良い教育を届けるた

めには、関係機関とのつながりをさらに強

くしていく必要がある。（蘭越小）

・協議会の活動内容を踏まえ、ケース会議や

相談支援等を実施した。（昆布小）

・協議会の活動内容を踏まえ、校内の特別支

援委員会を充実させ、個々に応じた支援に

つなげられるようにした。（中学校）

・さらに連携を強化し、特別支

援教育について充実を図って

いく。（蘭越小）

・専門機関との連携を強化し、

特別支援教育の充実を図る。

（昆布小）

・生徒や保護者のニーズを踏ま

え、協議会や校内生活支援委

員会の討議を経ながら適宜関

係機関と連携していく。（中学

校）

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

特性に関する研修の充実 ・幼小、小中の繋がりを深めながら、研修を

充実させることができた。子どもの特性に

合わせた関わりを、さらに早い段階から進

める必要がある。（蘭越小）

・校内研修の理論研修を行う中で、個に応じ

た指導の実際について情報交換などを実

施した。（昆布小）

・生徒支援委員会を月に１度開催し、特別支

援学級生徒をはじめ通常学級在籍の生徒

において支援が必要な生徒の状況につい

て交流し、支援体制について協議・研修し

た。（中学校）

・幼小期の教育相談の実施によ

り早期の対応を図っていく。

（蘭越小）

・特別支援コーディネーターに

よる研修を行い、発達特性に

関する知識を高めるととも

に、支援の充実を図る。（昆布

小）

・今後も個に応じた支援やユニ

バーサルデザインを踏まえた

教育活動を組織的に実践でき

るよう研修を行う。（中学校）
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（１）外国語教育の充実

施策項目 ３ 国際理解教育の充実

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

外国語活動

の実施状況

ＡＬＴが支援した外国語・外国

語活動の授業時数（小中学校）

授業時 100％ 授業時 100％ 授業時 100％ 授業時数 100％

継続をめざす

外国語研修

の実施状況

小学校の教員を対象とした外国

語研修の実施

（蘭越小）

１回実施

（昆布小）

未実施

（蘭越小）

未実施

（昆布小）

未実施

（蘭越小）

未実施

（昆布小）

未実施

年間１回の実

施・継続をめざ

す

英検３級合

格者の状況

中学校卒業段階で英検３級以上

を取得又は英検３級の英語力を

有すると思われる生徒の割合

18.2％ 19.4％ 29.4％ 30％

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

ＡＬＴを活用した外国語指導 (小

学校)

・１～４年生までは外国語活動、５・６年生

は外国語において、外国語に触れる活動を

行った。（蘭越小）

・低学年では年間１０時間の外国語活動を実

施した。体を動かしゲームをしながら英語

に触れる活動を行った。（昆布小）

・授業におけるＡＬＴの効果的

な活用を踏まえた実践研修

を行っていく。（蘭越小）

・今後も全ての学年で外国語を

学び、外国語の一層の定着を

図る。（昆布小）

ＡＬＴを活用した外国語指導 (中

学校)

・授業において、スモールトークやショート

スピーチ、パフォーマンステスト等で活用

することができた。（中学校）

・「Englishトライアル」など活

性化させるなど計画的な活

用を図る。（中学校）

外国語指導を行う教員の資質・能

力の向上 （小学校)

・日々実践の上、ＡＬＴと授業について打ち

合わせを行うなど、能力の向上がうかがえ

た。（蘭越小）

・外国語活動支援員による授業補助や助言に

より、授業の充実を図ることができた。（昆

布小）

・ミニ研修等、全体で研修を行

う機会を作る。（蘭越小）

・同僚の授業を見て学び会う機

会の充実や個々の英語力の

向上に努める。（昆布小）

外国語指導を行う教員の資質・能

力の向上 (中学校)

・後志研修センターの研修講座をはじめ各種

研修に参加して指導力の向上に努めた。ま

た、ＡＬＴとの連携やＩＣＴ機器の効果的

な活用を図り生徒の興味関心を高める授

業づくりに努めた。（中学校）

・英語科教員を後志研修センタ

ーに派遣し、指導力の向上に

向けて研修を行う。（中学校）

国際社会の一員としての自覚を持ち、自国はもとより、諸外国の歴史や文化、伝統等につ

いて理解を深め、尊重し、様々な価値観を持つ人々と共に協調して生きていく態度や、外国

語を通じて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度や能力を育成する



- 17 -

（２）国際理解・異文化理解協力の推進

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

国際交流・異文化交流の実施

（ＡＬＴの活用含む）

・３・４年生のみならず、１・２年生におい

ても外国語活動を行い、外国語に触れる活

動を行った。授業はもちろんのこと、授業

以外でもＡＬＴと交流している場面を見

かけることが多くなってきた。（蘭越小）

・外国語活動・外国語の授業だけでなく、休

み時間等においてもＡＬＴとの交流機会

を設定し、英語に触れる機会を充実させて

いる。（昆布小）

・ＡＬＴが季節毎のイベントについて日本と

カナダの特色を掲示するコーナーを作成

するなど異文化について触れる機会を設

けた。（中学校）

・外国語活動を充実させること

で、自然に交流できる機会を

増やしていく。（蘭越小）

・ＡＬＴや地域人材を活用し、

国際交流や異文化交流機会

を増やす。（昆布小）

・フィリピン出身のＡＬＴに代

わったことから、東南アジア

の文化に触れる機会を設け

る。（中学校）

国際理解・異文化理解の活動 ・外国語や他の教科において日本と比較しな

がら理解を深めた。（蘭越小）

・外国語の学習の中で、日本と比較しながら

理解を深めてきた。（昆布小）

・ＡＬＴやＪＩＣＡ（独立行政法人 国際協

力機構）での活動経験がある教員や、海外

にルーツを持つ生徒との交流を深め、授

業、特別活動、道徳を通じ、多様な価値観

を認め合う共生の態度を養うよう努めた。

（中学校）

・今後も活動を推進していく。

（蘭越小）

・外国語以外の授業でＡＬＴを

活用するなど、ＡＬＴの活動

の場面を工夫する。（昆布小）

・他国の文化や価値観の違いを

学び、認め合い、尊重する心

を育む教育活動の展開に努

める。（中学校）



- 18 -

目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（１）情報モラルの向上を図る指導内容の充実

（２）情報教育に関する指導方法の工夫・改善

施策項目 ４ 情報教育の充実

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

コンピュー

ターを活用

した指導の

状況

学校における教育情報化の実態

等調査におけるＩＣＴを活用し

て指導できる教員の割合

78.8％ 81.3％ 82.1％ 100％をめざす

情報教育に

関する指導

の状況

情報教育やプログラミング教育

に関する研修の充実

小、中

完全実施

小、中

完全実施

小、中

完全実施

小、中

完全実施の継続

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

情報モラル向上のための児童・生

徒向け指導資料の作成・配布、情

報教育に関する教員研修

・外部講師による「情報モラル教室」を実施

し、児童向けの啓発資料を配付した。（蘭越

小）

・情報モラルに関する資料を配付し、児童へ

の指導と保護者への啓発を行った。（昆布

小）

・保護者向けに教育委員会等から提供される

資料を配付した。授業では技術において指

導した。また、情報教育に関する教員研修

を行った。（中学校）

・これからも情報教育の充実を

図る。（蘭越小）

・情報モラル教室や教職員の研

修を実施する。（昆布小）

・生徒の実態を把握し、実態に

合わせて必要な資料を配

付・指導するとともに、保護

者にも重ねて発信する。（中

学校）

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

教育関係機関を結ぶネットワーク

の活用、情報教育に関する職員研

修

・校内研修、町教研において指導方法の研修

を行った。（蘭越小）

・Chromebookに移行したことによる基本的

な活用に関する研修を行った。（昆布小）

・校務支援システムを活用した情報共有に加

えて、道教委等から提供される研修 link

ナビを元にした研修を促した。（中学校）

・これからも研修を積み重ね、

さらなる充実を図る。（蘭越

小）

・教職員研修を充実させ、個別

最適な学びの充実を図る。

（昆布小）

・ＩＣＴ環境が整備されたの

で、より安全に、より効果的

に活用できるよう研修受講

を促す。（中学校）

子どもを巻き込んだトラブルに対する正しい知識の普及を図っていきながら、環境整備

を進めるとともに教職員の指導力を高める研修も行い、すべての児童生徒の可能性を引き

出せるよう、教育の質の向上を図る。
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（３）情報教育設備の整備・充実

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

端末や環境に係るメンテナンスに

ついてのマニュアル化や専門業者

への業務委託推進

・令和２年度に GIGAスクール構想に伴う１

人１台のタブレット端末の導入及び校内

ネットワークを構築済み。

・タブレット使用に係るメンテナンスに時間

を要し、授業に支障をきたすことがあっ

た。

・アクシデント発生時の対応を

迅速に行い、授業への影響を

軽減するよう努める。

機器の更新、電子黒板の導入等

の環境整備

・タブレット端末の更新により、快適な動作

環境を確保し、学習環境の充実化を図っ

た。

・電子黒板の配置を進めたことにより視覚的

な理解が深まり、効果的な授業が充実して

きた。

・引き続き電子黒板の配置を進

める。

・電子黒板の活用法について校

内研修により理解を深め、授

業の充実化を図る。
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目 標

目標指標

施策項目 ５ 道徳教育の充実

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

規範意識や

基本的な倫

理観等の状

況

全国学力・学習状況調査におい

て、「人が困っているときは、進

んで助けていますか」という質

問事項について、「当てはまる」

「どちらかといえば当てはま

る」と回答した町内児童生徒の

割合

小 100％

中 75.0％

小 96.9％

中 93.9％

小 94.9％

中 83.9％

すべての児童生

徒が良好な回答

をすることをめ

ざす

自尊感情の

状況

全国学力・学習状況調査におい

て、「自分にはよいところがある

と思いますか」という質問事項に

ついて、「当てはまる」「どちらか

といえば当てはまる」と回答した

町内児童生徒の割合

小 95.2％

中 66.7％

小 93.8％

中 87.8％

小 77.0％

中 90.3％

すべての児童生

徒が良好な回答

をすることをめ

ざす

向上心の状

況

全国学力・学習状況調査におい

て、「難しいことでも、失敗を恐

れないで挑戦していますか」とい

う質問事項について、「当てはま

る」「どちらかといえば当てはま

る」と回答した町内児童生徒の割

合

質問項目なし 質問項目なし 質問項目なし すべての児童生

徒が良好な回答

をすることをめ

ざす

生命の尊重

や他者への

思いやりの

状況

全国学力・学習状況調査におい

て、「人の役に立つ人間になりた

いと思いますか」という質問事項

について、「当てはまる」「どちら

かといえば当てはまる」と回答し

た町内児童生徒の割合

小 100％

中 91.7％

小 100.0％

中 100.0％

小 89.8％

中 96.8％

すべての児童生

徒が良好な回答

をすることをめ

ざす

社会参画へ

の意識の状

況

全国学力・学習状況調査におい

て、「地域や社会をよくするため

に何をすべきかを考えることが

ありますか」という質問事項につ

いて、「当てはまる」「どちらかと

いえば当てはまる」と回答した町

内児童生徒の割合

小 81.0％

中 54.2％

小 87.5％

中 72.7％

小 79.5％

中 67.8％

すべての児童生

徒が良好な回答

をすることをめ

ざす

基本的な生活習慣の確立や最低限の規範意識だけでなく、自分への信頼感や自信等の自

尊感情や他者への思いやり等の道徳性を養うことと併せ、法やルールの意義やそれらを尊

重すること等の意味を理解し、主体的に判断して、適切に行動できる道徳性を養う。
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点検・評価の課題と今後の方向

（１）家庭や地域と連携を図り、多様な教育資源を活用した子どもの発達段階に応じた道

徳教育の充実

（２）道徳的価値の自覚を深めさせる指導の充実

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

地域の人材活用や体験活動を取り

入れた道徳教育の実践

・外部講師を招いて人権教室を実施するなど

道徳教育を実践した。（蘭越小）

・スキージャンプの池田龍生選手を招聘し、

夢を叶える心の成長を促したり、法務局と

連携した人権教室を効果的に取り入れ、効

果的に学習を行うことができた。（昆布小）

・交通安全教室や防災学習、食育等で地域人

材を活用した道徳教育を実践した。（中学

校）

・学年により外部講師の活用に

偏りが見られるので、学年等

考慮して活用する。（蘭越小）

・今後も継続していく。（昆布

小）

・さらなる人材発掘のため、学

校運営協議会をはじめ地域

との連携を図る。（中学校）

「道徳の時間」（「特別な教科であ

る道徳（道徳科）」）の充実

・道徳教育推進教諭を中心に授業改善に取り

組むことができた。（蘭越小）

・校内で道徳教育推進教師を選定し、その教

員を中心に道徳教育の研修会を設定させ、

充実を図った。（昆布小）

・ＩＣＴ環境が整い、他者参照や全体交流の

仕方について、学年団で連携してお互いに

指導方法を交流しながら研修を深めるよ

う取り組んだ。（中学校）

・これからも授業づくりについ

て研修を深めていく必要が

ある。（蘭越小）

・他校の状況や後志教育研修セ

ンター等との連携によって

一層の充実を図りたい。（昆

布小）

・導入の工夫や中心発問の精

選、ＩＣＴを活用した交流の

工夫など指導力の向上を目

指す。（中学校）

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

「総合的な学習の時間」等におけ

るボランティア活動、自然体験活

動、高齢者や障がい者、外国人と

の交流の実施

・自然体験活動では、遠足、川の学習、宿泊

研修における体験活動、米作りなど様々な

活動を展開できた。また、特別養護老人ホ

ームとの交流も実施した。（蘭越小）

・地域の清掃活動をボランティア活動として

行った。地域の人材を活用した川や山での

自然体験活動を実施した。（昆布小）

・「職場体験」を２年生での実施に変更するた

め、今年度は２・３年生で実施した。「職場

体験」を通して、勤労の意義や社会貢献に

ついて考える機会としている。（中学校）

・実践後の反省をもとに改善を

図り、継続していく。（蘭越

小）

・コミュニティ・スクール等と

連携し、自然体験や交流活動

などを積極的に実施してい

く。（昆布小）

・「職場体験」を２年生での実施

とし、体験活動からさらに探

求を深める学習により道徳

的価値の高まりを目指す。

（中学校）
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目 標

目標指標

施策項目 ６ ふるさと教育の充実

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

ふるさとへ

の関心の状

況

全国学力・学習状況調査におい

て、「地域や社会をよくするため

に何をすべきかを考えることが

ありますか」という質問に対し

て、「当てはまる」「どちらかとい

えば、当てはまる」と回答した町

内児童、生徒の割合

小 81.0％

中 54.2％

小 87.5％

中 72.7％

小 79.5％

中 67.8％

80％以上をめざ

す

アイヌの人

たちの歴

史・文化に

関する教育

の実施状況

アイヌの人たちの歴史・文化に関

する学習において、資料等を活用

した調べ学習や体験を通した学

習の実施

（小学校）

調べ学習は行

っているが、

体験を通した

学習は不十分

(情報機器を活

用し疑似体験

できるよう取

り組んだ。)

（中学校）

花一会図書館

と協力して、資

料の充実や調

べ方を工夫し

て、調べ学習の

充実を図った。

また、調査内容

を深めるため

にウポポイの

見学を実施し

た。

（小学校）

調べ学習は行

っているが、

体験を通した

学習は不十分

(情報機器を活

用し疑似体験

できるよう取

り組んだ。)

（中学校）

花一会の協力

を受け資料を

充実させて調

べ学習の工夫

と充実を図っ

た。また、調査

内容を深める

ためにウポポ

イの見学を実

施した。

（小学校）

調べ学習は行

っているが、体

験を通した学

習は不十分(情

報機器を活用

し疑似体験で

きるよう取り

組んだ。)

（中学校）

花一会の協力

を受け資料を

充実させて調

べ学習の工夫

と充実を図っ

た。また、調査

内容を深める

ためにウポポ

イの見学を実

施した。

施設や人材等を

活用した体験を

通した学習の完

全実施、100％を

めざす（継続）

北方領土学

習の実施状

況

北方領土に関する学習において、

資料等を活用した調べ学習や体

験を通した学習の実施

（蘭越小）

情報機器を駆

使して調べ学

習を実施し、知

識にとどまら

ない学びにな

るよう工夫し

ている。

（昆布小）

調べ学習は行

っているが、体

験を通した学

習は不十分。

（蘭越小）

資料を活用し

た学習を展開

し、情報機器も

活用した調べ

学習を行った。

（昆布小）

調べ学習は行

っているが、体

験を通した学

習は不十分。

（蘭越小）

資料を活用し

た学習を展開

し、情報機器も

活用した調べ

学習を行った。

（昆布小）

５年・６年の社

会科で、北方領

土が固有の領

土であること

やその位置、文

化、歴史につい

て、教科書を中

心として概要

資料等を活用し

た調べ学習の完

全実施、100％を

めざす（継続）

自分たちの住む地域の豊かな自然環境や歴史、伝統、文化及び産業等に理解を深めるとと

もに、アイヌの人たちの歴史や文化、北方領土について正しい知識を身に付ける。
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点検・評価の課題と今後の方向

（１）ふるさとの自然や歴史、伝統、文化、産業等に関する教育の充実

（２）アイヌの人たちの歴史・文化などに関する教育の充実

（中学校）

社会科の授業

で、資料を用い

た学習に取り

組んだが、調べ

学習をするこ

とはできなか

った。

（中学校）

社会科の授業

において資料

を用いた学習

を行ったが、調

べ学習には至

らなかった。

の理解に努め

ている。

（中学校）

社会科の授業

において資料

を用いた学習

を行ったが、調

べ学習には至

らなかった。

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

学校における地域の施設や人材、

自然環境等の教育資源を活用した

学習活動

・遠足、川の学習、米作り、まち探検や地域

調べにおけるインタビューなど、各学年で

多様な活動を展開できた。（蘭越小）

・総合的な学習の時間や生活科に、地域の人

材や自然環境を生かした学習活動を取り

入れることができた。（昆布小）

・２・３年生の職場体験学習において町内お

よび近隣町村で２日間実施し、職業観の理

解を深めた。（中学校）

・花一会図書館と連携して、調べ方や学び方

など調べ学習の基礎を身に付けることが

できた。（中学校）

・旅行的行事で一貫して地域学習を取り入れ

改めて蘭越町の良さを確認させることが

できた。（中学校）

・これからも改善を図りながら

継続していく。（蘭越小）

・総合的な学習の年間計画をも

とに田植えや稲刈りなどの

体験活動を実施する。体験活

動を増やし充実させたい。

（昆布小）

・職場体験学習を２年生での実

施に切り替え、３年生で地域

の魅力を探求する学習を取

り入れる。（中学校）

・花一会図書館とはじめとした

地域の人的物的資源の活用

を図る。（中学校）

・３年間を通した地域学習を充

実させて旅行的行事の活性

化を図る。（中学校）

小学校中学年社会科の町内めぐり

体験等の充実

・地域協働推進委員の協力の下、旧名駒小の

ふるさと学習館のほか、各工場や下水処理

施設、ゴミ処理施設、消防施設等の見学な

ど充実した学習であった。（蘭越小）

・蘭越小学校との合同学習を７月・９月（４

年社会科見学）、１１月（３年ふるさと学習

館）を実施し、体験学習を進めることがで

きた。（昆布小）

・これからも改善を図りながら

継続していく。（蘭越小）

・次年度も２校での合同学習を

計画的に推進して内容の充

実を図る。（昆布小）

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

アイヌの人たちの歴史や文化など

に関する学習活動、副読本の活用

・積極的に副読本を活用し学ぶとともに、情

報機器を活用し疑似体験できるよう学ん

だ。（蘭越小）

・４年生、５年生、６年生において学習を実

施している。北海道の先住民族としての理

解を深められるように指導している。（昆

布小）

・花一会図書館の協力のもとアイヌについて

の調べ学習を行い、ウポポイ見学を通して

アイヌの歴史や文化について考えさせる

ことができた。（中学校）

・これからも改善を図りながら

継続していく。（蘭越小）

・今後も継続し、実践の深化を

図る。（昆布小）

・ウポポイ見学の継続や、花一

会とＩＣＴの融合などアイ

ヌ学習の充実を図る。（中学

校）
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（３）北方領土に関する教育の充実

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

北方領土に関しての、資料を活用

した調べ学習の取組

・資料をもとに島名、位置、歴史等について

学び、成果をまとめるなど、児童の興味・

関心に応じて調べ学習に取り組むことが

できた。（蘭越小）

・社会科の授業で、歴史的な経緯を学ばせる

とともに、主体的に学習に取り組ませるよ

う努めている。（昆布小）

・社会科において、資料を活用した学習を行

った。（中学校）

・これからも改善を図りながら

継続していく。（蘭越小）

・効果的な資料の活用を進める

等、学習内容の定着を図って

いく。（昆布小）

・調べ学習を含めた学習を展開

する。（中学校）
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（１）学校図書館の利用促進

施策項目 ７ 読書活動の推進

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

学校図書館の利用促進と花一

会図書館との連携

・学校と花一会図書館との連携がしっかりし

ているので、学校図書館の管理運営や授業

での図書利用が充実していた。（蘭越小）

・花一会図書館の巡回指導により、学校図書

館を有効に利用した学習活動を行うこと

ができた。また、各教科での図書活動や利

用の推進を行うこともできた。（昆布小）

・各教科の年間指導計画に花一会図書館との

連携を計画した。生徒がつくる学級文庫や

広がる本だな事業、国語におけるＰＯＰ作

成、総合的な学習の時間におけるアイヌ学

習への資料提供など、学校図書の利用促進

に花一会図書館が大きな役割を果たした。

（中学校）

・これからも連携を密にして、

利用促進を図る。（蘭越小）

・図書館活用年間計画をもと

にした利用促進を図り、学校

図書館を活かした学習活動

を一層推進する。（昆布小）

・年間計画に沿って、さらなる

花一会図書館との連携や、

「読書思い出帳」の利活用を

図る。（中学校）

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

幼児や児童

生徒 1 人当
たりの年間

図書貸出冊

数

学校図書における、町内児

童・生徒 1人当たりの図書

貸出冊数

小 14.0冊

中 5.1冊

小 11.5冊

中 0.0冊

（Ｒ６中学校図

書室閉鎖）

小 12.4冊

中 2.2冊
小 25冊以上

中 5冊以上

読書が好き

な児童生徒

の割合

全国学力・学習状況調査に

おいて、読書が好きである、

という傾向が見られる小学

6年生、中学 3年生の割合

小 71.4％

中 83.3％

質問項目なし 小 71.8％

中 58.0％

80％以上

家庭での読

書の状況

全国学力・学習状況調査に

おいて 1日当たりの読書時

間が 10 分以上と回答した

小学 6年生、中学 3年生の

割合

小 66.7％

中 70.8％

質問項目なし 小 61.6％

中 42.0％

80％以上

すべての子どもが、人生をより深く生きる力を身に付けられるよう、自主的な読書活動のための環

境整備を図る。
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（２）学校図書館の環境整備

（３）家庭での読書環境づくりの啓発

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

学校図書館の充実整備 ・花一会図書館の協力により、管理運営がな

された。（蘭越小）

・花一会図書館の協力により、図書の整備を

計画的に行うことができた。（昆布小）

・新しく学校図書館と読書コーナーが整備さ

れ、花一会図書館と連携して、生徒の興味

関心に即した図書の整備を進めることが

できた。（中学校）

・今後も継続していく。（蘭越

小・昆布小）

・学校図書館と読書コーナー

の有効活用を図り読書意識

の向上に努める。（中学校）

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

家庭・地域・学校等の連携推進 ・地域の団体による読み聞かせのほか、朝

の活動で読書に学校全体で取り組み、読

書習慣の定着を図ってきた。（蘭越小）

・読書週間の定着に向けて家庭への啓発を

進めてきた。（昆布小）

・花一会図書館からの新刊案内の配付や、

定期的な学級文庫の入替、長期休業中の

図書の貸し出しなどを行い読書習慣の啓

発活動を行った。（中学校）

・保護者に向けて家での読書に

ついて啓発していく必要があ

る。（蘭越小）

・今後も継続していく。（昆布小）

・情報機器の利用と読書習慣の

融合を目指す。（中学校）
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（１）学校における相談体制の充実や家庭・地域社会との連携を通した生徒指導の充実

施策項目 ８ 生徒指導・教育相談の充実

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

いじめの解

消の状況

文部科学省調査の「いじめの認

知件数」の内、「解消しているも

の」の割合

小 100％

中 100％

小 99％

中 100％

小 76％

中 100％

100％を継続す

る

いじめに対

する意識

全国学力・学習状況調査結果にお

いて、「いじめは、どんな理由が

あってもいけないことだと思う

か」という問いに対して「当ては

まる」と回答した町内小学校６年

生、中学校３年生の児童生徒の割

合

小 85.7％

中 83.3％

小 84.4％

中 81.8％

小 84.6％

中 87.1％

100％をめざす

ネットトラ

ブルの未然

防止の取組

状況

SNSや携帯等の利用に関する「家

庭内でのルール」等の整備状況

未実施（情報通

信機器活用に

関する注意喚

起は実施）

未実施（情報通

信機器活用に

関する注意喚

起は実施）

（小学校）

未実施（情報通

信機器活用に

関する注意喚

起は実施）

（中学校）

警察生活安全

係を講師に、情

報モラル教室

を実施（１年

生）

各種啓発資料

を配付して指

導

完全実施

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

スクールガードリーダーの巡回

(小学校)

・定期的に巡回していただき、大きな事故も

なかった。（蘭越小）

・スクールガードリーダーが定期的に巡回を

行った。効果的かどうかの検証を行う必要

がある。（昆布小）

・これからも継続して子どもた

ちが安全に登下校できる取

組を行う。（蘭越小）

・スクールガードリーダーと連

携し、効果的な安全指導を行

うことを一層重視していく。

（昆布小）

スクールカウンセラー配置

(中学校)

・毎月スクールカウンセラーが来校すること

に加えて、毎週オンラインによる相談がで

きる環境を整えた。また、「いのちの授業」

の講師として全学年授業を行った。

・生徒と親しむ機会を増やし、

生徒や家庭への周知方法を

工夫する。

家庭や地域との連携を一層強化し、共感的な理解に基づく児童生徒理解や、評価を工夫す

る等、自己指導能力を育てる生徒指導の充実に努める。
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（２）いじめや不登校、暴力行為等児童生徒の問題行動の未然防止・早期対応

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

いじめアンケートの実施等 ・いじめアンケートは３回実施し、アンケー

トをもとにいじめの早期発見に努めた。

（蘭越小）

・昨年度から１回増やし、年３回のアンケー

トを実施した。いじめの未然防止や早期発

見、解決につなげることができた。（昆布

小）

・いじめの定義とアンケートの意義を参観日

の全体懇談で保護者全体に周知した。ま

た、いじめアンケート結果を学校だよりで

周知した。（中学校）

・これからもいじめの未然防

止、早期発見に努める。（蘭越

小）

・今後も継続し、未然防止に努

める。（昆布小）

・いじめの根絶に向けて、温か

い学校の雰囲気づくりを学

校全体で図る。（中学校）

教職員全員による教育相談等

の取組

・アンケートをもとに教育相談を行い、内容

を共有した。（蘭越小）

・アンケートをもとに教育相談を実施し、教

職員間の情報共有に努め、未然防止や早期

発見に努めた。（昆布小）

・全校生徒対象でどの先生にも相談できる教

育相談を年に２回実施。また、ハイパーＱ

Ｕを２回行い、生徒の実態把握に努めた。

（中学校）

・これからも未然防止、早期発

見に努める。（蘭越小）

・全職員で相談内容を共有し，

問題行動の未然防止に努め

ていく。（昆布小）

・昨年同様の取り組みを継続す

る。（中学校）
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（１）体育・保健体育授業の改善

施策項目 ９ 体力・運動能力の向上

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

児童生徒の

体力・運動

能力の状況

全国体力・運動能力、運動習慣

等調査における、総合得点の町

内児童生徒の値（小学５年生、

中学２年生）

小５男

やや上回る

小５女

上回る

中２男

ほぼ同じ(上位)

中２女

下回る

小５男

やや上回る

小５女

やや上回る

中２男

下回る

中２女

やや下回る

小５男

やや上回る

小５女

やや上回る

中２男

ほぼ同じ(上位)

中２女

やや上回る

小中学校ともに

全国平均を上回

る

体育の授業

以外での運

動・スポー

ツの実施状

況

全国体力・運動能力、運動習慣等

調査において、普段の１週間で学

校の授業以外で行う運動やスポ

ーツの実施時間

小男 8.6時間

(全国 9.1 時間)

小女 4.9時間

(全国 5.4 時間)

中男 17.6 時間

(全国 12.2時間)

中女 7.4時間

(全国 8.4 時間)

小男 10.3時間

(全国 9.2 時間)

小女 6.8時間

(全国 5.5 時間)

中男 9.5時間

(全国 12.6時間)

中女 8.3時間

(全国 8.6 時間)

小男 8.5 時間

(全国 8.7 時間)

小女 5.2 時間

(全国 5.3 時間)

中男 10.5 時間

(全国 12.6時間)

中女 8.4 時間

(全国 8.7 時間)

小男・中男女は

現状維持、小女

は全国平均

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

児童・生徒の体力、運動能力の把

握と課題への対応

・体育係が中心となり、全学年実施した。記

録は蓄積し、活用している。蘭小サーキッ

トを行い、体育授業の改善にも取り組ん

だ。（蘭越小）

・全校児童で新体力テストを実施し、分析結

果を生かし、その後の体育授業の改善に取

り組んだ。（昆布小）

・全国体力運動能力テストを実施し、分析を

元に教職員で共通理解を図った。また、経

年変化をもとに自分事として自ら運動能

力や体力を向上させるように取り組んだ。

（中学校）

・今後も継続していく。（蘭越

小）

・今後も分析結果を活用した授

業改善に取り組む。（昆布小）

・生徒の運動能力の把握や、効

果的な能力向上に努める。（中

学校）

体育科以外での運動機会の提供 ・朝の活動での運動（低学年）、休み時間に体

育館、グラウンドでの遊びのほか長縄、短

縄、等取り組んだ。（蘭越小）

・休み時間や放課後にマラソンやクロスカン

トリーに取り組むとともに、放課後子ども

教室やスポーツ少年団と連携し、運動の機

会提供に努めた。（昆布小）

・部活動の推進、昼休みの体育館開放を日常

的に行った。また、体力テスト項目を試せ

るコーナーを設置して、いつでも自分の体

力を把握できるよう取り組んだ。（中学校）

・今後も継続していく。（蘭越

小）

・今後も運動機会の提供に努め

る。（昆布小）

・保体専門委員会を活用して生

徒自ら運動意欲の向上を図る

よう取り組む。（中学校）

学校生活や家庭生活を通じ、日頃から運動に親しませ、体力をしっかり身につけさせる。
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（２）運動部活動の充実

（３）体育・スポーツ施設の整備と運動機会の充実

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

部活動支援員の活用(中学校) ・部活動支援員を活用し、専門的な指導を行

うことにより技術の向上や練習方法の工

夫など、部活動の活性化に大きな役割を果

たした。また、教職員の業務削減に大いに

貢献した。（中学校）

・地域移行を推進し、地域展開

につなげられるよう連携を強

化する。（中学校）

学校開放連絡調整による活動支援

及びスポーツ団体活動の実施

(小学校)

・サッカースポーツ少年団、ジュニアサッカ

ークラブ、野球少年団がグラウンド、体育

館を利用して活動を行っている。（蘭越小）

・陸上競技など外部講師を招聘し、活動の充

実を図るととともに、各種大会への積極的

な参加を促した。（昆布小）

・これからも各団体と連携を図

り、活動を支援する。（蘭越小）

・社会教育と連携し活動の継続

を図る。（昆布小）

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

体育施設・用具の充実 ・体育係を中心に、体育器具室の整備・点検

を実施した。（蘭越小）

・設備や遊具の点検を行い、事故の無いよう

に留意している。クロスカントリー用具に

ついては、現状の物品を継続して活用して

いる。（昆布小）

・滑り止め付きマット４枚を購入し、体育授

業において有効に活用した。（中学校）

・今後も継続していく。（蘭越

小）

・クロスカントリー用具は児童

数に対応できる範囲になって

いるので、現在あるものを計

画的に運用していく。（昆布

小）

・ライン引器と滑り止め付きマ

ット３枚を購入予定。（中学

校）



- 31 -

目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（1）学校教育における食育の推進

施策項目 1０ 食育の推進

指 標 指 標 の 概 要 現状（R5） Ｒ６ Ｒ７ 目標(R11)

児童生徒の朝食

摂取の状況

全国体力・運動能力、運動

習慣等調査において、「朝

食を毎日食べています

か」の設問に対して、「食

べている」「どちらかとい

えば食べている」と回答

した児童・生徒の割合

児童=96.1%

生徒=93.4%

児童=100%

生徒=90.9%

児童=93.8%

生徒=88.5%

100％をめ
ざす

学校給食におけ

る地場産物の活

用状況Ｂ

学校給食における地場産

物の購入状況（購入額に

おける割合）

8.02% 8.15% 11.0% 12％以上
をめざす

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

・各学校と連携・協力し、食

事の重要性やマナー、望まし

い食事の摂り方の授業の

実施

・各学校と事前打ち合わせを行い。食育

に関する授業を、蘭越小 6回、昆布小
4回、中学校 3回実施した。一度では
身につかないため、継続した取組が必

要である。

・各学校の指導計画に基

づき、学級担任や養護

教諭等と連携を密にし

ながら年１回以上の食

育に関する授業を実施

する。

学校・家庭・地域がお互いに連携しながら、児童生徒に食に関する正しい知識や望ましい食習慣

を身に付けさせ、健全な食生活を実践できる資質や能力の育成に努める。

また、安全で安心な学校給食を提供するため、衛生管理の徹底を図るとともに、地場産物食材の

積極的な活用に努める。
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（2）地域に根ざした食育の推進

（3）学校給食における衛生管理の徹底

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

・給食だよりには、食材の産地

などの表示を実施

・行事食の積極的な取り入れ

・給食だよりに、食材の産地表示を実施

したことにより、児童生徒が蘭越産の

食材を確認認知しやすくなった。

・行事食を積極的に取り入れたことに

よって、行事の由来を学ぶ機会につな

がった。児童・生徒の発達段階に応じ

た説明文を変える必要がある。

・ＪＡ、地元納入業者等

と連携調整し、引き続

き積極的に地場産物食

材を活用する。

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

・保健所による一斉点検の指

摘事項等の早期改善

・保健所の指導・助言（R7.7）による
指摘事項の改善に努めた。

・器具備品等に関するものは、衛生面

等を考慮し随時更新した。

スプーン洗浄機付浸漬装置更新

飯椀 600個更新

・調理員を研修会に参加

させるなど、衛生管理

の意識の高揚に努め

る。

・器具備品等の管理を徹

底し、事故防止に努め

る。
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（１）９年間を見通した教育課程の編成

施策項目 1１ 学校段階間の連携・接続の推進

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

小中の連携

の状況

教職員による合同研修の実施状

況

町教研各部会

による合同研

修を実施（各部

会２～４回）

町教研各部会

による合同研

修を実施（各部

会３～７回）

町教研各部会

による合同研

修を実施（各部

会３～７回）

実施継続

乗り入れ授

業の実施状

況

中から小、高から中への英語の乗

り入れ授業の実施状況

中→小

乗入授業各２回

交流授業各３回

高→中

乗入授業 １回

高→小

交流授業 ２回

中→小

乗入授業各１回

交流授業各１回

高→中

交流授業 １回

中→小

乗入授業各１回

交流授業各１回

高→中

見学旅行報告

会１回

実施継続

乗り入れ授

業、交流授

業の実施状

況

小・中双方の教員による授業公

開・授業交流、高校教員による中

学校の授業参観の実施状況（英語

科以外の教科）

授業公開

各小学校２回

(内１回学習発

表会)

中学校４回

授業交流 １回

（昆布小・中学

校→蘭越小）

授業公開

各小学校２回

(内１回学習発

表会)

中学校４回

授業交流 １回

（蘭越小・中学

校→昆布小）

授業公開

各小学校１回

中学校４回

授業交流 １回

（蘭越小・昆布

小→蘭越中）

実施継続

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

発達段階に応じた系統的な教育課

程の編成

・教育課程交流会の中で年間行事予定や総合

的な学習の計画を交流し、町内での義務教

育が系統的な内容になるよう検討した。

（蘭越小）

・教育課程交流会を４回実施し、町内での義

務教育の系統性が図られるよう検討を行

った。（昆布小）

・教育課程交流会において、系統立てたあた

たかい学級経営や、総合的な学習の時間の

在り方について交流・整理を行った。（中学

校）

・継続していく。（蘭越小）

・今後も継続していく。（昆布

小）

・令和８年度３学年おいて探求

活動を取り入れた総合的な

学習の時間に取り組む。（中

学校）

児童生徒の発達段階に応じた教育の充実を図り、小中連携の推進や、幼保小、小中、中高

の学校段階間の円滑な接続や教科等横断的な学習を重視する。
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（２）発達段階に応じた系統性のある学習規律や生活のきまりの定着

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

発達段階に応じた系統性のある学

習規律や生活のきまりの定着

・「よくわかる蘭越小」を町内で共有した。（蘭

越小）

・発達段階に応じた学習規律の徹底・改善と、

生活リズムチェックシートによる生活習

慣の改善に取り組んだ。(昆布小)

・町教研の小中連携部会において、発達段階

に合わせた学習規律として、授業中に机に

置く物や学習のルールを策定し、各教科の

オリエンテーション資料に記して生徒に

指導した。また、話し方や聞き方について

９年間を見通した、身に着けさせたい力に

ついて確認した。（中学校）

・継続していく。（蘭越小）

・今後も継続していく。（昆布

小）

・中１ギャップの解消に向け

て、小中での連携を継続す

る。タブレットの使い方等に

ついて小中で統一した指導

を図る。（中学校）
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（１）教職員の時間外勤務等の縮減に向けた「蘭越町アクションプラン」の取組

（２）部活動の改善に向けた「蘭越町立学校に係る部活動の方針」の取組

施策項目 1２ 学校運営の改善

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

在校時間か

ら勤務時間

等を減じた

時間

教職員の在校時間から条例で定

める勤務時間等を減じた時間数

を 1か月で 45 時間以内、1年間

で 360 時間以内

一部の教員に

おいては達成

できていない

一部の教員に

おいては達成

できていない

一部の教員に

おいては達成

できていない

100％

定時退勤日

の実施状況

業務改善や勤務時間の意識化に

よる月 2回の定時退勤日の実施

状況

完全実施 完全実施 完全実施 100％

部活動休養

日の実施状

況

特別な場合を除いて、平日 1

日、土・日どちらか 1日の部活

動休養日の実施状況

完全実施 完全実施 大会を除いて

完全実施

100％

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

学校閉庁日や定時退勤日等の取組 ・夏季休業中に７日、冬季休業中に８日、計

１５日間の学校閉庁日を設定した。また、

毎週金曜日を定時退勤日として設定した。

（蘭越小）

・夏季休業中に７日、冬季休業中に８日、計

１５日間の学校閉庁日を設定した。また、

月２回の定時退勤日を設定し取り組んだ。

（昆布小）

・夏季休業中に７日、冬季休業中に８日、計

１５日間の学校閉庁日を設定した。また、

定時退勤日を毎月２回設定した。（中学校）

・さらなる業務内容の見直しを

図りつつ、各々に合った勤務

形態を探っていく。（蘭越小）

・普段から定時退勤ができるよ

う計画的な業務推進に努め

る。（昆布小）

・緊急の場合を除き、定時退勤

に向けて業務軽減や計画的

業務推進を徹底する。（中学

校）

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

生徒のバランスのとれた学校生活

や教師の部活動指導における負担

軽減（中学校）

・部活動指導員が平日の部活動において技術

指導を担っていることで、顧問の負担が大

きく軽減された。土日においては顧問がつ

かなくても、地域クラブ活動として活動し

た。また、閉庁日の設定により休日の休養

日が取れるようになり、生徒・教職員の負

担軽減につながった。

・令和８年度より週 11 時間以

内の活動（週２日の休養日を

設定）と部活動ガイドライン

が改訂された。家庭での時間

を有効に使うために保護者

との連携や共通理解が必要。

教職員が子どもと向き合う時間を確保できるよう、多忙化の解消に向けた働き方改革を

推進するとともに、学校のマネジメント機能の強化を図り組織として教育活動に取り組む

体制を構築する。
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（１）安全学習

（２）安全指導

施策項目 1３ 学校安全教育の充実

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

安全学習 学校安全の全体計画を策定し、各

教科の年間指導計画に計画的、系

統的に学習内容を位置付けた授

業実践を行う

計画的、系統的

に学習内容を

位置付けた授

業実践を行っ

た。（全小中学

校）

計画的、系統的

に学習内容を

位置付けた授

業実践を行っ

た。（全小中学

校）

計画的、系統的

に学習内容を

位置付けた授

業実践を行っ

た。（全小中学

校）

継続実施

安全指導 家庭や地域、社会教育と連携し、

学級活動や学校行事等において

安全に生活する態度を育成する

活動を行った学校の割合及び実

践事例を行う

関係機関と連

携し、一定の実

践ができてい

る（全小中学

校）

関係機関と連

携し、一定の実

践ができてい

る（全小中学

校）

関係機関と連

携し、一定の実

践ができてい

る（全小中学

校）

継続実施

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

学習活動における取組 ・年間指導計画にもとづき、発達段階に応

じて教育活動の中で実施した。（蘭越小）

・各教科の学習の中で、計画を元に安全学

習を行った。（昆布小）

・保健体育科で障害や事故の防止、家庭科

で食の安全、技術科で安全な用具の取り

扱いについて学習した。（中学校）

・計画の改善、見直しをしつつ、

これからも実施していく。

（蘭越小）

・今後も継続していく。（昆布

小）

・実生活と教科での学習を関連

させ、安心で安全な生活を送

るよう啓発する。（中学校）

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

関係機関との連携による学校生活

の指導

・普段から学級活動などで学校生活内のほか

登下校等における安全についての指導、啓

発を行った。また各関係機関と連携を図

り、歩行教室、自転車教室等の安全指導を

実施した。（蘭越小）

・学級活動や、交通安全教室などの学校行事

で安全指導を実施した。（昆布小）

・交通安全教室、防犯教室などの特設授業の

他、日常の学校生活を安心・安全に送れる

よう指導した。（中学校）

・これからも継続、改善して実

施していく必要がある。（蘭

越小）

・今後も継続していく。（昆布

小）

・行事や学期の終わりなど、節

目において安全に学校生活

を送ることができたか振り

返るよう指導する。（中学校）

自他の生命尊重の理念に基づいて、児童生徒が自ら危険を予測・回避し、他の人や社会の

安全に貢献できる資質能力を育成する。
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（３）防災訓練

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

避難訓練の実施 ・年間計画にもとづき、避難訓練を２回実施。

その他集団下校にかわる「引き渡し下校訓

練」を実施。１日防災学校も実施。（蘭越小）

・火災、地震、洪水などの想定で、避難訓練

を実施した。（昆布小）

・年に２回の避難訓練（火災・地震）と北海

道シェイクアウト（巨大地震を想定した避

難訓練）を実施した他、一日防災教室にお

いて避難所運営ゲームを行い防災意識の

高揚を図った。（中学校）

・これからも自分自身の身を守

るため、最悪の事態を想定し

た訓練を実施していく必要

性がある。引き渡し下校訓練

については、学年ごと行った

が、今後は全学年一斉に行っ

ていく。（蘭越小）

・今後も内容の改善や想定の変

更を行いながら継続してい

く。（昆布小）

・継続して計画的に実施するこ

とに加えてクマ対策の訓練

を実施予定。（中学校）
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（１）コミュニティ・スクールの導入・推進

（２）特色ある学校づくりの推進

施策項目 1４ 学校と地域の連携・協働の推進

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

地域への参

加の状況

全国学力・学習状況調査の地域

への参加の状況に関する調査事

項に、良好な回答をした児童生

徒の割合

小 85.7％

中 25.0％

質問項目なし 質問項目なし 90%以上

コミュニテ

ィ・スクー

ルの運営

コミュニティ・スクール（学校

運営協議会制度）の人材を活用

し、各学校において効果的な運

用を図る

導入済み 継続実施 継続実施 継続実施

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

地域の教育力や特色を活かした学

校づくり・子どもの活動拠点づく

りとしてのコミュニティ・スクー

ルの推進

・コミュニティスクール学校部会では、コミ

ュニティスクール委員が児童の活動写真

への「応援メッセージ」を添える取組を通

して、「学校の応援団」として活動できた。

（蘭越小）

・学校経営案や学校評価など、コミュニティ

スクールの機能の充実が図られた。（昆布

小）

・各行事において学校運営協議会中学校部会

の方に案内を出し、参加していただいた上

で学校運営協議会を開催した。（中学校）

・地域と学校の連携をさらに深

めていく。（蘭越小）

・学校部会ごとの活動の充実や

学校課題解決に向けた検討

が進むよう取組を進めてい

く。（昆布小）

・儀式行事や参観日、体育大会、

学校祭など参加機会を増や

してコミュニティスクール

の機能充実を図る。（中学校）

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

学校と地域をつなぐ人材の活用し

た特色ある学校づくり

・総合的な学習での「プロジェクト米」、花一

会図書館の「広がる本だな」等地域人材を

活用した取組を行った。（蘭越小）

・総合的な学習の時間で、地域の人材を活用

するなどして、地域の特性を再認識する授

業を行った。今年度の活動における地域人

材の人材バンクを作成した。（昆布小）

・花一会図書館の協力のもと、生徒がつくる

学級文庫や広がる本だな事業等の実施や、

蘭越町防災監の協力のもと港地区防災セ

ンター見学を実施した。（中学校）

・これからも継続していく。（蘭

越小）

・地域人材が活用しやすい人材

バンクの整備を続ける。（昆

布小）

・地域学校協働活動推進員の活

用を活性化させ、地域に根ざ

した教育の推進を図る。（中

学校）

学校と地域が目標やビジョンを共有し、一体となって子どもたちを育んでいくような、学

校と地域がパートナーとして連携・協働した組織的な取組の推進。
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（１）生徒募集に向けた効果的な支援

（２）連携した外国語教育の充実

施策項目 1５ 地域に根ざした高校づくりに向けた支援

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

蘭越中学校

からの蘭越

高校への入

学率

高校存続に向け、地元の生徒の

入学率の維持向上

33.7%

(27 人中９人)

41.6％

(36 人中 15 人)

50.0%

(34 人中 17 人)

50％

学校間連携

による外国

語の授業の

実施

高校の教員・生徒による幼保小

中への乗り入れ授業、TT（チー

ム・ティーチング）等の実施

高→蘭越小

１回実施

高→昆布小

１回実施

高→中学校

２回実施

高→蘭越小

１回実施

高→昆布小

１回実施

高→中学校

実施なし

高→蘭越小

実施なし

高→昆布小

実施なし

高→中学校

実施なし

事業継続

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

生徒のニーズや資質を把握した、

きめ細かな学習指導や進路相談

・３年間を通してキャリア教育を実施し、生

徒自身が様々な職業について学ぶことで、

自分の特性や興味関心のある職業につい

て考える機会を設定した。また、教育相談

等を通じて細やかな進路指導に努めた。

（中学校）

・自らの進路を考える上で蘭越

町との将来的な関わりに目

を向けられる進路指導の充

実を図る。（中学校）

① 令和７年度の取組概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

保育所・幼稚園・小学校・中学校・

高校が連携した外国語教育の充実

・ワーキングチームが中心となり、スムーズ

な橋渡しを行うことができるように取組

を進めることができた。（蘭越小）

・中学校教員の外国語授業への乗り入れを行

った。（昆布小）

・ワーキングチーム会議を実施し、乗り入れ

授業、授業参観、授業交流など他校種と連

携して外国語教育の充実を図った。（中学

校）

・今後も系統性を持った取組を

各校種無理のない程度で進

めていくのが望ましい。（蘭

越小）

・高校の負担にならない範囲

で、連携が進められるように

配慮する。（昆布小）

・持続可能な取り組みとなるよ

うきめ細かく引継ぎを行い

事業の推進を図る。（中学校）

蘭越高校で学びたい、学ばせたいという認識と蘭越高校が地域に欠くことのできない学

校であるという認識の醸成による入学者の確保。
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（1）生涯学習機能の充実

（2）施設の利便性向上

施策項目16 生涯学習関連施設の整備・管理運営と効果的な利活用の推進

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

生 涯 学 習

関 連 施 設

機 能 の 充

実

・各地区が連携した事業の

実施

・地域ニーズのある事業の

展開

随時 継続 継続 継続

施 設 の 利

便性向上

・施設用のオンライン申請

（予約）の利便性向上

（見える化）

随時 随時

デジタル

推進を図

る

継続

施 設 の 計

画 的 な 整

備 と 適 正

な 運 営 管

理

・施設の安全と機能の充実

を図るため、施設の計画

的な整備を行うととも

に、適正な管理運営に努

める

随時

不良箇所の修理
継続 継続 継続

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

各地区が連携した事業の実施及

び地域ニーズのある事業の展開

と支援

・昆布地区振興会と連携し、同地区

文化祭で蘭越町根曲がり竹細工

研究会協力をいただいて出前講

座を実施した。なお、他の地区か

らの要望等はなし。

・要望に応え継続し

て実施する。

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

施設用のオンライン申請（予約）

の利便性向上を図る
・令和７年度「マチナビらんこし」

からのオンライン施設予約は 8

件。窓口に来なくても申請が出

来ることから、利便性が高まっ

ている。

・今後も継続受付を

する。

生涯学習活動の場となる社会教育施設など、地域住民が主体的に活用できるよう施設の計画的な

整備と適正な管理運営に努めるとともに、各幅広い年代のニーズに対応できる多様な学習の場とし

て、各施設の効果的な利活用を図ります。



- 41 -

（3）施設の計画的な整備と適正な運営管理

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

施設の安全と機能の充実を図る

ため、施設の計画的な整備を行

うとともに、安心で安全な管理

運営に努める。

令和７年度施設修繕実績

・融雪用高圧交流負荷開閉器電力

ヒューズ交換

・全館空調設備完備による快適な

利用環境の促進

施設の老朽化対策と

して、経年劣化を鑑

み、修繕が必要な箇所

については、予算要望

も含めて協議してい

く。
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（1） 参加しやすい環境整備の推進

（2） 学びの情報提供

施策項目17 誰もが参加しやすい環境づくりの推進

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

参 加 し や

す い 環 境

整 備 の 推

進

・学習情報の提供と、身

近に行える多様な学習

機会や交流機会の提供

を図る

随時 継続 継続 継続

学 び の 情

報提供

・デジタルを利用した、

学習情報の提供
随時 継続 継続 継続

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

学習情報の紹介や提供と、

身近に行える多様な学習機

会や交流機会の提供

〇令和７年度講座_10講座開催

〇生涯学習講演会_１回

各種講座等の学習情報や紹介、

学習機会や交流機会については、

マチナビらんこしや紙媒体により

情報提供に努めた。

・マチナビらんこし

等を活用した情報提

供と、各種講座への参

加を促す。

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

デジタルを利用した、学習

情報の紹介と提供

・町ホームページやマチナビらん

こしのアプリを活用した情報の

紹介をすることが出来ました

が、紙媒体を削減するためにも

継続的な取組が必要。

・今後も検討しなが

ら展開を図る。

誰もが、いつでも、どこでも学習活動を気軽に始めることができ、生涯にわたって学び続けられ

るよう、参加しやすい環境整備を推進します。

仕事と育児・介護の両立をしている方や高齢者・障がい者などを支援する事業の充実により、学

習機会や社会参加機会の環境づくりを推進します。
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（1） 地域人材の発掘と担い手の養成

（2） コーディネーターの充実

施策項目18 地域人材の活用に向けた発掘と養成

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

地 域 人 材

の 発 掘 と

担 い 手 の

養成

「（仮称）つながりバンク」

を新たに作成
随時 随時 検討 検討

コ ー デ ィ

ネ ー タ ー

の充実

多様な学習活動機会を希

望する学習と、関連施設・

機関や講師役等を円滑に

つなげられるコーディネ

ーターの人材育成

随時 随時 検討
人材の確保

に向け検討。

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

人材を把握するため「（仮

称）つながりバンク」を新た

に作成

・既存の「生涯学習ボランティアバ

ンク」を精査し、既存の人材バン

クに結び付けて、新たな人材発

掘に努める。

検討

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

コーディネーターの人材育

成（養成）を図る

・これまでコーディネーター役は

担当係が担っているが、今後は、

人材を養成し地域や学校との連

携が図れる人材の発掘が必要。

人材発掘と養成を

検討。

生涯学習活動を支援・サポートする担い手として活躍いただくため、地域の中から有望な人材を

発掘し養成します。担い手が有する様々な知識・技能・能力を地域に還元し、生涯学習の振興を図

り、地域の活性化につなげます。
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（1） 多様な学習機会の提供と充実

施策項目19 多様な学習機会の提供と充実

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

多 様 な 学

習 機 会 の

提 供 と 充

実

各ライフステージに応じ

た学習機会の周知や現代

的課題に対する学習の充

実 都度、実施
各種講座

の開催
継続 継続

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

生涯学習情報についてあら

ゆる機会や媒体を活用し

て、広く周知し、誰もが生涯

学習に触れる「きっかけづ

くり」を提供するとともに

情報共有の支援に努め、活

動への参加を促進する

関係機関からの情報収集とデジ

タルの活用の推進

・各種講座の開催

・町ホームページやマチナビらん

こしを活用した情報発信

・近年、ペーパーレス

化が進む中、紙媒体

の削減を最小限に

抑える。

社会情勢の急激な変化や、高度化・多様化した町民の学習ニーズにこたえるため、ライフステー

ジに応じた魅力ある学習機会の提供と充実を図ります。
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（1） 芸術・文化活動の充実

（2） 歴史や文化等地域資源を生かした学習機会の提供と充実

施策項目20 芸術・文化活動の充実

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

芸術・文化

活 動 の 充

実

芸術・文化の振興を図

り、鑑賞・文化活動を行

う機会の提供を図る
随時 随時 随時 随時

歴 史 や 文

化 等 地 域

資 源 を 生

か し た 学

習 機 会 の

提 供 と 充

実

地域資源に関わる学習機

会の提供と文化財の利活

用を図る

史跡地マップ作製 町内史跡

地の現地

調査

調査完了 Ｒ７で調査

が完了し、

Ｒ８で町ホ

ームページ

に掲載。

目標達成

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

町民の継続的な生涯学習活

動を支援するために、関係

機関や施設と連携・協力し

事業の充実に努め、交流活

動の場、学習成果を発表で

きる場に努めます。

・蘭越町青少年健全育成研究集会

において、児童生徒の学習成果

を発表する機会を設け、保護者

や町民にその成果を発表した。

・Ｒ７で蘭越町青少

年健全育成研究集

会が廃止となった

ことに伴い、児童生

徒の学習発表の場

を、（仮称）「児童生

徒実践発表会」と題

して町芸能文化祭

と兼ねて実施する。

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

史跡地めぐり（観光ツアー）

等を開催し、誰もが学べる

機会の創出をめざす。

・町内史跡地の調査は完了してい

るが、史跡地めぐりツアーにつ

いては要検討課題である。

・蘭越ふるさと学習

館を有効に活用し、

史跡地について学

ぶ機会を検討する。

町の芸術・文化活動を積極的に奨励・支援するとともに、町民が身近に芸術・文化にふれる機会

の創出に努めます。
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（1） 成果の発表や活動の場・機会の創出

施策項目21 学習成果の活用推進

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

成 果 の 発

表 や 活 躍

の場・機会

の創出

サークル、学校、もしく

は地域づくり活動におい

て習得した成果を発表す

る機会や活躍の機会を創

出する

随時 随時 随時
発表の場の

提供

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

学習の成果を地域へ還元し

やすい環境づくりを進め、

生涯学習を通したコミュニ

ティの再構築や、世代を超

えて多様な価値観や考え方

に共感できるような世代間

の交流を積極的に推進し、

地域への参画が促進される

循環に努める

・蘭越町芸能文化祭や蘭越町文化

祭への参加

・生涯楽習サークルの人材を活用

した地域での学習活動の展開

・現状を、見据えなが

ら事業を展開する。

学習活動において習得した成果を発表する機会や、その知識を生かして活躍できる場の創出に努

め、町民の生きがいづくり、学習意欲の向上を図ります。
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（1） 地域全体の教育力の向上

施策項目22 学びを通じた地域活性化の推進

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

学 び を 通

じ た 地 域

活 性 化 の

推進

家庭・学校・地域との連携

強化を図り、地域全体の教

育力の向上と地域の活性

化を図る

随時 随時 随時 随時

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

地域課題解決やまちづくり

について学び、その成果を

生かし関係者が協働して行

う活動を支援する

・地域の人材を活用した学習機会

を提供し、放課後子ども教室と

の連携を図った。

・今後も人材発掘に

努め、放課後子ども

教室と連携を図り

ながら事業を展開

する。

学習活動を通じた仲間づくりや新たな人間関係の形成により、地域社会の活性化を推進します。
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（1）図書館機能の充実

施策項目 ２３ みんなが集う花一会図書館

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５） Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

貸出冊数 館内個人年間貸出冊数 36,203 冊 36,673 冊 40,869 冊 38,000 冊

来館者数 図書館年間来館者数 21,577人 23,070人 23,553人
２万人以上の

維持をめざす

令和７年度の取組の概要 令和７年度の取組の成果や課題 今後の方向性

町民のニーズを捉えた図書資料

の選定、収集

（毎週、新刊を含む図書の購入、

陳列）

・図書 購入回数 71回、購入冊数 1,429冊
・雑誌購入 月刊・季刊 17誌、161冊
・資料収集方針、資料選定基準、除籍基準

を改定し、選書のバランスに注力した。

・図書購入の選書は、

職員の輪番制で行

っていく。

館内テーマ展示の実施 ・エントランスに話題本、新刊本展示を常

設、随時入れ替えして展示した。

・配架は、常に注意を払うことができてい

た。

・継続する。

定期的な読書案内の発信 ・図書館だよりを年 5回発行
・目にとめて読んでもらうために、一般に

知られていない郷土資料の紹介などを

組み込んだ。

・郷土探索の道 歴史捜索・探索編 3回
・地域資料の提供を公募しても、応募や提

供がなく記事ネタが枯渇。

・機会あるごとに地

域資料の提供の呼

びかけを継続する。

ホームページや SNS（ソーシャ
ル・ネットワーキング・サビス）

を活用した図書館情報の発信

・SNS（Facebook,X（旧 witte
r）,Instagram）で新刊本、館内展示、
図書館活動状況を随時発信した。

・発信情報がマンネリ化しないよう、発信

情報の多様化に努める。

・継続する。

町民や地域のニーズに合った図書資料の選書、郷土の歴史や文化に関する地域資料の収集に努め

る。

町民の知りたい情報や技術について図書資料を通して支援する、学習・情報拠点としての図書館

機能を整備する。
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（2）図書館活動の推進

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

図書館講座（絵本講座、趣味の

講座等）の開催

・4/30「本物の健康情報④今日からできる

電磁波対策」（講師：中村紫乃氏）2 名

・5/17「ママにもできる！チャイルドカッ

ト」（第 1回）（講師：照井正和氏（美容

室 KAZU））8名

・6/7「ポーズをしないヨーガ part4」（講

師：藤原千波氏）2 名

・6/28 指田和氏講演会「ヒロシマの取材

や絵本づくりを通して共にみつめる平

和やいのち」～開催協力（主催：本との

楽しい出会いを創る会－子どもゆめ基

金助成事業）51 名

・7/6 第８回蘭越ブキニスト

テーマ「図書館で感じる！」、参加店

舗・ブース 24店舗 来場者約 300

人、

・9/6「ポーズをしないヨーガ part5」（講

師：藤原千波氏）1 名

・10/4 ハープ＆朗読の会（ハープ演奏：

更科理恵氏、朗読・オカリナ演奏：工藤

ひろ子氏）42 名

・10/15「野菜づくりのコツと裏ワザ」

（講師：農村漁村文化協会 寺元和夫

氏）43 名

・12/6「ポーズをしないヨーガ part6」（講

師：藤原千波氏）2 名

・12/13「ママにもできる！チャイルドカッ

ト」（第 2回）（講師：照井正和氏（美容

室 KAZU））4 名

・3/14「ポーズをしないヨーガ part7」（講

師：藤原千波氏）1 名

・「ママにもできるチ

ャイルドカット」

・「ポーズをしないヨ

ーガ」

・8/1 五花南フォー

ラム（馬頭琴とサン

ドアートと語り、朗

読）

・10/3 ハープ＆朗読

の会

図書館祭り等の開催 ・7/6 第 8回蘭越ブキニスト開催
テーマ「図書館で感じる！」、参加店舗・

ブース 24店舗 来場者約 300人

7/5に開催
テーマ「図書館で”つ

ながる”！」

図書館ボランティアの協力によ

る定期的なおはなし会等の開催

・ぴよぴよおはなし会～月 1回（第 1金
曜日）、乳幼児親子を対象に職員による

おはなし会を実施

11回 延 22組 51人
・偶数月第 1金曜日、奇数月第 1土曜日
に開催したが、参加者数に違いはなか

ったので、次年度は金曜日に固定す

る。

・おはなしひろば～月１回（第 3日曜
日）、すべての町民を対象に職員とボラ

ンティアによる読み聞かせ等を実施

12回 延べ 28組 77人
・おはなし会、おはなしひろばとも集客

が課題。

「おはなしひろば」

は、町内の他の行事

との重なりに配慮し

ながら開催日を設定

して実施する。
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（１）移動図書館の実施、施設内文庫の設置

施策項目 ２４ 外に飛び出す図書館活動

令和７年度の取組の概要 令和 7年度の取組の成果や課題 今後の方向性

ブックスタート事業 ・ブックスタート

健やか健診時偶数月 6回実施、22
組に絵本 2冊を贈呈
検診時だけでなく、随時に機会を設

け、対象者全員対面で実施できた。

・ブックセカンド

3歳児を対象として随時実施、11組
に絵本１冊を贈呈

対象者の来館が少ない。対象者 21
組中 11組しか実施できなかった。

・ブックスタート～3か
月検診時だけにこだ

わらず随時行う。

・ブックセカンド～令和

8年度は従来の方法で
継続するが、対象者の

来館状況を見ながら

検討する。

幼稚園・保育所、子育て支援セ

ンター施設内文庫の設置

・ひばり幼稚園 6回 1,475冊
・昆布保育所 6回 502冊
・蘭越保育所 6回 1,606冊
・支援センター 6回 402冊
・昆布温泉病院保育所 4回 165冊
・ベアーズこども園 6回 245冊

・各保育所、幼稚園、ベ

アーズこども園と連

携して、小さい頃から

図書館に慣れ親しん

でもらえるよう取り

進める。

放課後子ども教室・学童保育所

への移動図書館の実施、施設内

文庫の設置

・子ども教室 17回 632冊
（文庫設置 5回 181冊）
・学童保育所 11回 529冊
（文庫設置 11回 167冊）

・移動図書館で読み聞か

せなどを行い、読書に

親しむ機会を積極的

に設けていく。

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

移動図書館実施

回数

移動図書館年間実施回

数
７回 ５回 ４回 10回以上を

めざす

学習支援資料提

供数

小中学校授業支援提供

図書年間冊数(児童・生徒
一人当たり)

小学校

8.6冊
中学校

1.2冊

小学校 4.7
冊

中学校 6.2
冊

小学校 9.2
冊

中学校 2.7
冊

小学校 10冊
以上、中学

校 4 冊以上
を目指す

乳幼児から高齢者まで、あらゆる機会とあらゆる場所において読書活動ができるよう、移動図書

館や施設内文庫の設置などの図書館活動を積極的に取り進める。
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（２）学校図書館運営・活動支援

保健福祉センター・各役場出張

所施設内文庫の設置

・保健福祉センター 12回 906冊
・目名出張所 6回 427冊
・昆布小職員室 5回 72冊
・蘭越小職員室 6回 196冊
・蘭越中職員室 4回 76冊

・あらゆる場所におい

て、自主的な読書活動

を行うことができる

よう施設内文庫の充

実に取り組む。

お手軽文庫（訪問サービス専門

員の安否訪問時に在宅高齢者へ

配本）の実施

・12回 延べ 63人、1,612冊配本 ・健康推進課と連携しな

がら読書サービスの

実施を継続する。

高齢者生活福祉センター、老人

施設等への移動図書館の実施、

施設内文庫の設置

・高齢者生活福祉センターこんぶ

個人貸出 24回 510冊
文庫設置 24回 379冊

・高齢者生活福祉センターめな

文庫設置 12回 475冊
・昆布温泉病院

個人貸出 24回 785冊

・大活字本の蔵書を増や

すなど可能な限りリ

クエストに応えた配

本としていく。

一般住民を対象とした移動図書

館の実施

・移動図書館～講演・イベント他会場で

の移動図書館の開設

実施回数 4回 延べ 13人 18冊
・土日のイベント等への移動図書館の

開設は、勤務体制もあり難しかった。

・土日や夜間の講演会等

は人員配置が難しい。

平日は、効果が労力に

まったく見合わない。

～当面、定期的な実施

は見合わせる。

令和７年度の取組の概要 令和７年度の取組の成果や課題 今後の方向性

学校図書館巡回派遣事業の実

施、学校図書館図書センター事

業の充実

・巡回派遣 延べ 160日（3校）
・各学校で学校図書館利用計画が策定

されたが、各学校の教員への浸透が課

題。

・各学校の学校図書館利

用計画に沿った学校図

書館活用を働きかけ

る。

小学校～「みんなの本だな事業」

による学級文庫の充実

・みんなの本だな

昆布小２回、蘭越小２回実施

・学級文庫配本

昆布小 5回 1,369冊
蘭越小 5回 3,241冊

・継続して、みんなの本

だな事業を年 2回実施
する。

中学校～「ひろがる本だな、生

徒が作る学級文庫事業」による

学級文庫の充実

・ひろがる本だな

１回 １日間で全学年実施

・移動図書館による生徒が作る学級文

庫

1回 各学年 1日間実施
・学級文庫配本 5回 1,260冊

・本との関わりを持た

せ、読書をするきっか

けを作り続けていく。
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（1）ニュースポーツの推進

（2）スポーツライフの推進

施策項目２５ 生涯にわたるスポーツ活動の推進

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

ニュース

ポーツの

推進

新たな種目の取組と普

及

コロナウイルス感染症

で中止となった大会を

３年ぶりに開催

小学生から

高齢者まで

幅広い年代

で、楽しい

交流ができ

た

小学生から

高齢者まで

幅広い年代

で、楽しい交

流ができた

新種目のニュー

スポーツの紹

介・普及を図り、

異なる年齢での

交流をめざす

スポーツ

ライフの

推進

本町の自然や施設等を

活用したスポーツ事業

の普及と推進

活動種目ごとに創意工

夫をしながら活動の充

実を図り、交流に努め

た

活動ごとに

創意工夫し

ながら活動

の充実を図

った

活動種目の

見直しを行

いながら、

活動の充実

と参加者間

の交流に努

めた

ライフスタイル

に適応した種目

の見直しを図

り、継続とより

一層の充実と推

進をめざす

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

ニュースポーツの推進 ・スポーツ推進委員主催のニュースポー

ツ大会を開催し、新競技としてモルッ

クを取り入れ好評を得られるなど、ニ

ュースポーツの普及や参加者間の交流

を図ることができた

・スポーツ推進委員と連

携しながら、異なる年

齢間で行うことのでき

る種目の選定と、普及

に努める

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

スポーツライフの推進 ・総合体育館スポーツクラブの開講によ

り参加者が様々なスポーツに取り組む

ことができた。

・昨年に引き続き町外で町民歩こう会を

開催し、一定数の参加者を確保するこ

とができた

・総合型地域スポーツク

ラブ（らんスポ）との

連携を強化し、活動の

充実と推進を図る

各種スポーツ施設の充実に伴い、健康・体力づくりに対する関心が高まってきており、

スポーツに対するニーズも多様化している。子どもからお年寄りまで、生涯スポーツ活動

に親しむ意識の啓発をするとともに、スポーツ推進委員と総合型地域スポーツクラブの連

携を強化し、町民が気軽にスポーツに親しめる環境づくりを進め、生涯スポーツの充実に

努める。
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目 標

目標指標

施策項目２６ 児童生徒のスポーツ活動の充実

指 標 指 標 の 概 要 現状(Ｒ５) Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

スポーツ

少年団活

動の育

成・強化

誰もがスポーツ・レク

活動に親しめる環境

づくりと指導者の充

実

各スポーツ少年団での

大会が開催され、道大

会への出場もあり、各

少年団の強化が示され

た

ウインター

スポーツも

含め、大会

で好成績を

収めてい

る。多種目

で少年団の

強化が示さ

れた

各大会で好

成績を収め

ており、多

種目で少年

団の強化が

示された

指導者の養成及

びスポーツ少年

団員の増員と交

流事業の開催を

めざす

各種スポ

ーツ教室

等の開催

スポーツ教室等の開

催状況

幼児・小学生を対象に

水泳教室とスキー教室

を開催

幼児・小学生

を対象に水

泳教室とス

キー教室を

開催

水泳、バド

ミントン、

スキー教室

のほか、プ

ロバレーボ

ール選手を

講師として

バレー教室

を開催した

スポーツ協会と

連携し指導者の

育成を進め、各

種スポーツ教室

での指導の充実

をめざす

中学校部

活動の地

域移行の

推進と充

実

中学生が充実したス

ポーツ活動を行う環

境の整備と指導者の

確保と育成

部活動指導員を全部活

に配置

らんスポス

ポーツ部が

ベースとな

り、支援・

協力するこ

とができた

土日・祝日

の部活動の

受け皿とし

てらんスポ

スポーツ部

で活動を行

った

平日も含め完全

移行

スポーツ協会等の協力を得ながらスポーツ少年団活動の充実を図り、指導者の育成や児

童生徒を対象とした各種スポーツ大会等の開催・支援に努め、より多くの児童生徒がスポーツと触

れ合う機会を増やす等、意識啓発を図り、積極的にスポーツに親しむ環境づくり

が望まれる。

スポーツ少年団活動や部活動の活性化、各種スポーツ教室や大会を充実するとともに、

多くの児童生徒が気軽に楽しく参加でき、積極的にスポーツを親しむ環境づくりに努め

る。
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点検・評価の課題と今後の方向

（1）スポーツ少年団活動の育成・強化

（2）各種スポーツ教室等の開催

（3）中学校部活動の地域移行の推進と充実

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

スポーツ少年団活動の育成・

強化

・スポーツ少年団の育成強化を図るた

め、育成費を増額し各少年団へ配付し

た

・各少年団ともに団員数や指導者が減少

しており、その確保が課題となってい

る

・スポーツ少年団組織の

確立を図るため、スポ

ーツ協会の競技団体

との連携に努める

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

各種スポーツ教室等の開催 ・各種スポーツ教室を開催し、技術の向

上のみでなく、スポーツに触れ合う場

を広く提供することができた

・スポーツ協会やスポー

ツ少年団等が連携し

て主催するスポーツ

教室の継続開催に努

める

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

中学校部活動の地域移行と充実 ・らんスポスポーツ部が土日・祝日の部

活動の受け皿として活動した

・野球部の新しい取組として、メソッド

ベースを実施し、技術の向上につなが

った

・充実した部活動を展

開するため、中学校

や総合型地域スポー

ツクラブとの連携強

化に努める
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目 標

目標指標

点検・評価の課題と今後の方向

（1）施設の有効利用

（2）施設の計画的改修整備

施策項目２７ スポーツ環境の充実

指 標 指 標 の 概 要
現 状

（Ｒ５）
Ｒ６ Ｒ７ 目標(Ｒ11)

施設の有

効利用

各種施設の有効利用状

況

町外団体へも積極的に

施設の開放を行った

トレーニン

グルームの

町外利用者

も増えてき

た

トレーニン

グルームの

町外利用者

も増えてき

た

町外団体への開

放を継続し、各

種施設の一層の

有効利用をめざ

す

施設の計

画的改修

整備

老朽化する各種施設の

整備状況

館内暖房ボイラー修

理、館内給水ポンプ修

理、体育館玄関・屋外駐

車場外灯新設

館内遊戯室

カーペット

張替え、野球

場スコアボ

ード修理

館内屋内消

火栓設備交

換修理、ゲー

トボール場

人工芝張替

整備計画を作成

し、老朽化施設

の改修、充実を

めざす

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

施設の有効利用 ・夜間利用団体打ち合わせ会議を開催

し、総合体育館の利用調整に努めた

・トレーニング室は町内外の方に利用

いただいており、延べ利用人数も増

加している

・施設の有効利用を図

り、利用者が快適に

使用できるよう努め

る

① 令和７年度の取組の概要 ② 令和７年度の取組の成果や課題 ③ 今後の方向性

施設の計画的改修整備 ・各所管施設で保守点検を実施し、優

先度の高い箇所から修繕を行った

・施設も老朽化しており、修繕に多額

の費用が見込まれるものもあるた

め、緊急性を考慮しながら随時改修

を行う必要がある

・施設を利用する方々

に、安心して利用し

ていただけるよう、

施設整備に努める

より多くの町民が安心、安全にスポーツに親しみ、既存施設を効率的かつ効果的に利用

できるよう努めるとともに、老朽化により改修等が必要な施設については、緊急性の高い

ものから計画的に改修や維持補修を進める。



第３章 外 部 評 価

第 ３ 章 の ポ イ ン ト

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条第 2 項に、「点検及び評

価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図る

こと」が定められていることから、評価の客観性を高めるため、外部評価委

員による点検評価を行いました。
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外部評価委員による評価・意見

１ 学識経験者

２ 聴取日等

日時 令和８年８月２０日（木） 午後３時００分～午後４時５０分

場所 蘭越町役場 ３階委員会室

３ 総括的評価

令和７年度の教育推進計画に基づく内部評価について、外部評価委員会において評価を

行った。

全体として、令和７年度から令和１１年度を計画期間とする「蘭越町教育推進計画」に

掲げられた各施策は、概ね計画的に実施されており、着実な成果を上げていると評価でき

る。特に、中学校部活動の地域移行に向けた先進的な取組、さらには蘭越高校への入学率

が目標値の 50％に到達したことは、特筆すべき成果である。

一方で、ＩＣＴ指導力の個人差の解消や、管理職等一部の教職員への校務負担の集中、

社会教育施設のオンライン予約の浸透、さらには指導者の高齢化への対応など、次年度以

降に向けて取り組むべき課題も明確となった。

今後は、これらの課題に対し、関係機関や大学等との連携をさらに深めるとともに、学

校・家庭・地域が一体となった教育環境の整備を継続して推進していくことを期待する。

４ 教育委員会の活動状況について

教育委員会の活動状況については、教育委員会議の定期開催、教育委員による学校訪問、

各種事業への参加など、教育行政の基本的な役割が適切に果たされているものと認められ

る。

今後も、教育委員会が学校、家庭、地域の状況を的確に把握し、教育現場の課題や町民の

ニーズを踏まえた施策の推進に努めることを期待する。

役 職 氏 名 所 属 等

委 員 長 檜 伊佐夫 元蘭越中学校校長

副委員長 福 島 雅 史 元蘭越町ＰＴＡ連合会長

委 員 守 田 英 樹 蘭越高等学校長

委 員 初 山 洋一郎 蘭越中学校ＰＴＡ会長
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５ 教育推進計画に基づく内部評価への意見

(１)確かな学力の育成、情報教育の充実（施策項目１、４）

全国学力・学習状況調査の結果を分析し、授業改善や補充学習に活用している点は評

価できる。

ＩＣＴを活用して指導できる教員が８割を超えているが、依然として苦手意識を持

つ教員も存在する。デジタル教科書への移行を見据え、指導力の向上を目指した継続

的な研修と、教員間での好事例の共有が望まれる。

(２)学校運営の改善（施策項目１２）

働き方改革として「蘭越町アクションプラン」に基づき、学校閉庁日や定時退勤日が

定着しているが、教頭など特定の職位に業務が集中し、月４５時間を超える超過勤務

が常態化しているケースが見受けられる。行事の精選や会議の簡略化をさらに進め、

業務の平準化を一層推進する必要がある。

中学校の部活動において、平日の部活動指導員の活用や休日の地域展開が進んでい

る点は、教職員の負担軽減の観点から高く評価できる。

(３)ふるさと教育、生涯学習施設・文化の振興（施策項目６、１６、２０）

地域資源を教育活動に積極的に取り入れている点は評価できる。郷土ゆかりの文

化資産である曲子光男氏の絵画展示ギャラリーと収蔵庫が蘭越中学校内の「ふるさと

学習館」に整備され、オープンに向けて準備が進んでいることは、郷土への愛着を育む

上で非常に意義深い。広く町民に親しまれるよう積極的な公開を期待する。

町民センターの施設予約について、「マチナビらんこし」アプリからのオンライン利

用申請が開始されたが、高齢者にはハードルが高い現状がある。利便性の向上と丁寧

な周知により、利用促進を図ることが課題である。

(４)地域に根ざした高校づくり、スポーツ振興（施策項目１５、２６、２７）

蘭越中学校からの入学率が５０％に達したことは、中高連携や魅力発信の成果であ

り、高く評価できる。

「らんスポ」は、休日の中学校部活動の受け皿のみならず、蘭越高校の卓球の受け皿

となっており活動が充実している一方で、指導者の高齢化が将来的な課題である。大

学や専門機関との連携、あるいは民間企業との提携（中学校野球部メソッドベースの

事例等）を検討し、質の高い指導体制を維持・発展させていくことが望まれる。

目名サッカー場等の活用について、宿泊環境等の要件を精査し、キャンプ地誘致など

による地域活性化の可能性を引き続き検討する必要がある。
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６ 学校評価資料等について

各小中学校から提出される学校評価資料について、現状では様式が統一されておらず

（コミュニティ・スクールの意見の有無など）、比較や全体把握がしにくい側面がある。

説明の付記や様式の統一性を高めることが望ましい。

７ 今後に向けて

教育委員会には、今回の点検・評価で明らかになった成果を継続しつつ、以下の点に留

意して取り組まれることを期待する。

家 庭 連 携 の 強 化： 家庭学習の習慣化や読書活動、朝食摂取率の向上など、学校内だ

けでは解決が難しい課題について、保護者への効果的な啓発と協

力を要請すること。

外部リソースの活用： スポーツ指導者やＩＣＴ支援、学力補充などにおいて、大学や民

間企業等の専門性を積極的に取り入れ、教職員の負担軽減と教育

の質の向上を両立させること。

持続可能な教育体制： 部活動の完全地域移行や少子化に伴う学校規模の課題、指導者確

保などに対し、中長期的な視点を持って計画的に対応すること。
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２ 学校の児童生徒・教職員数

児童生徒数 令和７年５月１日現在

教職員数 令和７年５月１日現在

（道費負担職員）

※休職、期付含む

（町費負担職員）

学 校 名 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計

昆布小学校 ２ １５ ７ ８ ９ ８ ４９

蘭越小学校 ２０ ２３ １７ ２１ ２６ ３１ １３８

小学校計 ２２ ３８ ２４ ２９ ３５ ３９ １８７

蘭越中学校 ３２ ２７ ３５ ９４

計 ２８１

学 校 名 教 員 養護教諭 事務職員 栄養教諭 合計

昆布小学校 ９ １ １ １１

蘭越小学校 １７ １ １ ２ ２１

蘭越中学校 １１ ２ １ １４

計 ３７ ４ ３ ２ ４６

学 校 名 支援員 事務補 公務補 看護師 合計

昆布小学校 １ １ ２

蘭越小学校 ３ １ １ １ ６

蘭越中学校 ２ １ ２ ５

計 ６ ２ ４ １ １３
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３ 施設利用者数

(１) 町民センター利用者

(２) 町民プール利用者

(３) 体育施設利用者

(４) 目名サッカー場利用者

(５) トレーニング室利用者

(６) 花一会図書館利用者

生涯楽習
サークル

各種教室・会議
等

商工会・コミュ
ニティ団体

行政関係・その
他

合 計

件数 利用者数 件数 利用者数 件数 利用者数 件数 利用者数 件数 利用者数

896 4,394 175 2,485 95 3,157 276 5,001 1,442 15,037

幼 児 小学生 中学生 高校･一般 団 体 町外者 計

312 1,083 193 924 1,598 189 4,299

総合体育館 運 動 公 園 山 村 広 場

一 般 団 体 野球場
こぶし
パーク

ゲート
ボール

ＸＣスキー

他公園施設

多目的
広 場

サーモン
パーク

テニス
コート

17,842 7,791 3,649 132 457 未集計 918

25,633 4,238 918

幼児 少年団 中学校 その他 観客 計

利用日数 0 44 0 高 0 一般 22 66

利用者数 0 2,289 0 高 0 一般 22 2,377

男子 女子 計

町内利用者 2,687 1,899 4,586

町外利用者 604 154 758

来館者数 貸出冊数 新規登録者

23,553 人 62,109 冊 153 人
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設問番号 設問 評価A(%) 評価B(%) 評価C(%) 評価D(%) 評価 評価（A＋B）

1

学習規律の指導を継続的に行

うことにより，学習の準備や

姿勢，約束事などが身につい

た。

17.6%

(30%)

76.5%

(65%)

5.9%

(5%)

0%

(0%)

3.1

(3.1)
94.1%

2

自分から進んでじっくり学習

したり,友達と協力して学ぶな

ど,「学び方」の基礎が定着し

た。

11.8%

(35%)

76.4%

(55%)

11.８%

(10%)

0%

(0%)

3.0

(3.2)
88.2%

3

支援員の活用や,まとめ・振り

返り,宿題・家庭学習の取組等

により，学習内容の基礎・基

本が定着した。

17.6%

(25%)

76.5%

(65%)

0%

(10%)

5.9%

(0%)

3.1

(3.1)
94.1%

4

学校は一人一台端末などICT

機器を活用して，一人一人に

合った授業の構築に取り組ん

でいた。

29.4%

(25%)

53.0%

(65%)

17.6%

(10%)

0%

(0%)

3.1

(3.1)
82.4%

5

集団生活でのルールやマナー

指導,健康教育や食育指導で,基

本的な生活習慣が定着してい

た。

17.6%

(35%)

70.6%

(60%)

11.8%

(5%)

0%

(0%)

3.1

(3.3)
88.2%

6

様々な体育活動を行い,体力テ

ストの結果をもとに改善を図

りながら継続的に取り組んで

いた。

17.6%

(45%)

64.8%

(50%)

17.6%

(5%)

0%

(0%)

3.0

(3.1)
82.3%

7

防災教育や情報モラルの指導

などを通して,児童は安全な生

活を送るための意欲が高まっ

た。

17.6%

(25%)

64.8%

(75%)

17.6%

(0%)

0%

(0%)

3.0

 (3.3)
82.3%

8

児童が学級への所属感や連帯

感を持ち，活動が楽しいと感

じる学級づくりが行われてい

た。

23.5%

(38%)

70.6%

(62%)

0%

(0%)

5.9%

(0%)

3.1

(3.2)
94.1%

9

行事や児童会活動,他学年との

交流を通して,児童は自分や友

達のよさに気づくことができ

た。

47.1%

(52%)

47.0%

(48%)

5.9%

(0%)

0%

(0%)

3.4

(3.5)
94.1%

10

道徳の授業を軸にあらゆる場

面で,生命を尊重する心,規範意

識や他を思いやる心を育んで

いた。

17.6%

(24%)

70.7%

(76%)

11.7

(0%)

0%

(0%)

3.1

(3.2)
88.2%

11

地域の特色を活かした学習,他

校との合同学習,参観日など,保

護者や地域との連携が図られ

ていた。

41.2%

(29%)

52.9%

(71%)

5.9%

(0%)

0%

(0%)

3.4

(3.4)
94.1%

12

教職員は児童一人一人を大切

にし,温かく共感的な態度で接

していた。

41.2%

(71%)

47.0%

(29%)

11.8%

(0%)

0%

(0%)

3.3

(3.5)
88.2%

13
学校は活気があり，明るく生

き生きした雰囲気である。

29.4%

(71%)

70.6%

(29%)

0%

(0%)

0%

(0%)

3.3

(3.5)
100.0%

どの項目においても高評価であった。これからも教職員全員で目の前の子どもたちに寄り添っていく。前

期より下がっているところは子どもたちをより深く見た結果であると考えられる。項目の1、3、8、9、

11、13で90％を超える結果となった。保護者アンケート同様「学校は活気があり、明るく生き生きした雰

囲気である。」は肯定的な回答が100％であった。

教職員アンケート

※　（　）は前期評価

令和7年度　蘭越小学校　学校評価
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＜評価基準＞ 
Ａ　良い　　　　 ４点
Ｂ　おおむね良い ３点
Ｃ　もう少し　　 ２点

Ｄ　要努力　　　 １点 



設問番号 設問 評価A(%) 評価B(%) 評価C(%) 評価D(%) 評価 評価(A＋B）

1

学習規律の指導を継続的に行う

ことにより，学習の準備や姿

勢，約束事などが身についた。

  27.7%

(25.0%)

  61.7%

(61.7%)

  10.6%

(14.7%)

   0%

  (0％)

3.2

(3.1)
89.4%

2

自分から進んでじっくり学習し

たり,友達と協力して学ぶなど,

「学び方」の基礎が定着した。

34.0％

(26.9％)

55.4％

(61.2％)

10.6％

(11.9％)

   0%

   (0％)

3.2

(3.2)
89.4%

3

支援員の活用や,まとめ・振り

返り,宿題・家庭学習の取組等

により，学習内容の基礎・基本

が定着した。

34.0％

(26.4％)

53.2％

(55.9％)

12.8％

(16.2％)

0％

(1.5％)

3.2

(3.1)
87.2%

4

集団生活でのルールやマナー指

導,健康教育や食育指導で,基本

的な生活習慣が定着していた。

36.2％

(29.4％)

42.6％

(54.4％)

21.2％

(1.5％)

   0%

   (0％)

3.1

(3.1)
78.7%

5

集団生活でのルールやマナー指

導,健康教育や食育指導で,基本

的な生活習慣が定着していた。

40.4％

(33.8％)

44.7％

(54.4％)

14.9％

(10.3％)

   0%

   (0％)

3.3

(3.3)
85.1%

6

様々な体育活動を行い,体力テ

ストの結果をもとに改善を図り

ながら継続的に取り組んでい

た。

36.2％

(32.4％)

51.1％

(50.0％)

12.7％

(17.6％)

   0%

   (0％)

3.2

(3.1)
87.2%

7

防災教育や情報モラルの指導な

どを通して,児童は安全な生活を

送るための意欲が高まった。

40.4％

(33.8％)

53.2％

(57.4％)

4.3％

(8.8％)

2.1％

(0％)

3.3

(3.3)
93.6%

8

児童が学級への所属感や連帯感

を持ち，活動が楽しいと感じる

学級づくりが行われていた。

42.6％

(35.3％)

44.7％

(52.9％)

12.7％

(10.3％)

0%

(0％)

3.3

(3.2)
87.2%

9

行事や児童会活動,他学年との

交流を通して,児童は自分や友達

のよさに気づくことができた。

48.9％

(38.2％)

42.6％

(52.9％)

8.5％

(8.8％)

   0%

   (0％)

3.4

(3.3)
91.4%

10

道徳の授業を軸にあらゆる場面

で,生命を尊重する心,規範意識

や他を思いやる心を育んでい

た。

29.8％

(29.4％)

61.7％

(58.8％)

8.5％

(11.8％)

   0%

  (0％)

3.2

(3.2)
91.5%

11

地域の特色を活かした学習,他

校との合同学習,参観日など,保

護者や地域との連携が図られて

いた。

42.6％

(42.6％)

51.1％

(52.9％)

6.3％

(4.4％)

   0%

   (0％)

3.4

(3.4)
93.6%

12

教職員は児童一人一人を大切に

し,温かく共感的な態度で接して

いた。

40.4％

(44.1％)

51.1％

(44.1％)

8.5％

(11.8％)

   0%

  (0％)

3.3

(3.3)
91.5%

13
学校は活気があり，明るく生き

生きした雰囲気である。

48.9％

(40.0％)

51.1％

(51.0％)

   0%

  (9％)

   0%

  (0％)

3.5

(3.3)
100.0%

保護者アンケート

前期後期通して高評価を得ることができた。「学習規律の指導」や「学びの基礎の定着」

など、学習に関する項目では評価ABが80%以上を占め、概ね良好な評価となりました。

 項目７，９，１０，11，12，13では、評価ABが90％を超える高い評価となりました。 「学校は

活気があり、明るく生き生きした雰囲気である」では、評価ABが100%と最も高い評価となりまし

た。 これからも子どもたちが安心・安全な居場所づくりになるよう取り組んでいきます。

※　(　)は前期評価

令和7年度　蘭越小学校　学校評価
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＜評価基準＞ 
Ａ　良い　　　　 ４点
Ｂ　おおむね良い ３点
Ｃ　もう少し　　 ２点

Ｄ　要努力　　　 １点 



2025年度　蘭越町立蘭越中学校　学校評価

全体

教職員 保護者 生徒 評価

1 生徒は、授業の内容を理解している。 2.8 3.0 3.2 2.6 3.0 3.0

2 生徒は、予習・復習など、家庭学習に取り組んでいる。 2.3 2.5 2.4 2.3 2.4 2.4

3 生徒は、文章を読むことに慣れている。 2.4 2.6 3.0 2.5 2.9 2.8

4 学校は、個に応じた学習を行っている。 2.9 2.8 3.0 3.2 3.0 2.9

5
生徒は、自分の考えを持って、お互いを認め合い、高め合って
いる。

2.9 3.0 3.3 3.2 3.0 3.2

6 生徒は、あきらめることなく学習に取り組んでいる。 2.4 3.0 3.0 2.6 2.9 3.0

7
生徒は、今後の進路や職業について、自分なりの考えを持って
いる。

2.6 2.9 3.0 2.8 2.9 3.0

8 学校は、体力の向上や健康な体づくりに取り組んでいる。 2.9 3.1 3.4 2.7 3.1 3.2

9 生徒は、気持ちのよいあいさつや言葉遣いができている。 2.8 3.1 3.1 2.8 3.1 3.1

10 生徒は、学校に通うことを楽しみにしている。 2.8 3.0 3.0 3.1 2.9 2.9

11 生徒は、自分のよいところを、認めてもらっている。 3.4 3.1 3.2 3.3 3.1 3.1

12
生徒は、友達や家族と上手にコミュニケーションを取ってい
る。

2.6 3.2 3.3 2.9 3.4 3.3

13 生徒は、善悪の判断や思いやりの気持ちをもっている。 3.0 3.4 3.3 3.2 3.4 3.3

14
学校は、いじめの防止や早期発見・早期解決に取り組んでい
る。

3.4 3.0 3.2 3.5 3.1 3.0

15 生徒は、規則正しい生活を送っている。 2.6 3.1 2.9 2.8 2.9 3.1

16
生徒は、スマホ等の利用について、家庭のルールを守ってい
る。

3.0 2.8 3.1 2.8 2.7 3.3

17 学校は、小学校や高校と連携した取組を行っている。 3.0 2.9 2.9 3.1

18
学校は、学校だよりや学級通信等により、学校の様子を保護者
や地域に伝えている。

3.6 3.4 3.4 3.4

19
学校は、職業体験や、地域から講師を招くなど、蘭越町につい
て学ぶ機会を設けている。

3.4 3.3 3.3 3.4

後期

教職員 保護者 生徒

前期
アンケート項目№

「
互
い
を
認
め
合
う

」
活
動
を
取
り
入
れ
た

学
習
指
導
の
展
開

温
か
い
学
校
・

学
級
づ
く
り

安
全
・
安
心
な

学
校
環
境
の
構
築

信
頼
さ
れ
る
学
校

地
域
の
中
の
学
校

2.9

3.1

3.1

3.2

⑬・⑭思いやりやいじめ防止の観点において良好な
ポイントを示している。

⑮・⑯生徒は大きなポイント上昇となった。生徒が生
活リズムを改善し、スマホ利用のルールを守る意識
の高まりが見られた。

⑰・⑱・⑲とも高いポイントを示している。

○生徒が自ら学びを進める学習活動へとシフトで
きるよう、自信を持って授業改善を推進していく。

○AIドリルを有効に活用するなど家庭学習の定着
を図っていきたい。

○学校教育全体で、個別最適と協働の一体的な
充実を図っていく。お互いの個を大切にしつつ、人
とのつながりも大切にし、他者と協働して課題を解
決していく活動を推進していく。

○探求的な学びを取り入れ、これまでの成果を踏
まえてスリム化しつつもキャリア教育を継続してい
く。

○体力向上をさらに進めるため、持続的な部活動
指導員の配置、らんスポへの地域展開など、学校
と地域が一体となって体力向上を目指したい。

○挨拶や言葉遣いが大切なことは生徒も理解して
いるので、生徒が自ら生活を振り返り、気持ちのよ
い人間関係の構築を高める仕掛けを行っていきた
い。

○嫌な思いをする言動には敏感に対処しつつ、他
を認める言動を意識的に取り上げる。また、生徒の
手で学校が楽しいと感じることができるような取組
を行い、さらに心理的安全性の高い学級・学校づく
りを行っていく。また、①と関連し、わかる授業のた
めの授業改善を行い、学校生活への意欲を向上
させたい。

○生徒指導部や生徒会を中心に、心理的安全性
が担保され、善悪の判断を大切にし、思いやりを
大切にすることで、いじめが起きにくく、安心・安全
で過ごしやすい学校づくりのための活動を継続す
る。

○タブレットを持ち帰り家庭学習での利用機会を増
やすことで、家庭学習の定着を図ることに加えて、
生活リズムとスマホ利用のルールを守る意識の向
上につなげたい。

○中１ギャップ、高１クライシスを緩和し、系統立て
て、安心して進学できるよう継続する。

○探求的な学びを取り入れた総合的な学習の時
間へと移行していく中で、地学協働コーディネー
ターと連携し、地域に根ざした活動を目指してい
く。

分析・考察 改善策
学校運営協議
会による評価の

妥当性

①授業内容についてのポイントが低くないものの、
ICT環境の改善による学習形態の工夫に対して、教
職員はまだ自信を持つほどの手応えを持てていない
と思われる。

②・③家庭学習や読書・読解について、課題が見ら
れる。

④・⑤・⑥ともポイントが上昇した。ICT環境が整った
ことで授業改善に努め、個別最適な学びを実践しつ
つ、協働的な学びとしてお互いを尊重し他者を認め
る学習活動や、他者の考えに触れながら思考を深
める学習を進めるなど学習形態の工夫が功を奏し
ていると考えられる。

⑦総合的な学習の時間で系統立てて行ってきた
キャリア教育が一定の功を奏していると考えられる。

⑧体力・運動能力のポイントは高い。保健体育に加
えて部活動や少年団活動への意識が高いと考えら
れる。

⑨挨拶・言葉遣いについては、高いポイントを示して
いる。

⑩・⑪・⑫安定したコミュニケーションを土台に、他
者からも認められていると感じているものの、学校生
活の楽しさに対し、生徒のポイントは停滞している。

妥当

妥当

妥当

妥当

学校運営協議会専門部会
からの意見要望

〇ICTの活用を工夫し、個々に学習を進め
自ら学ぶ授業スタイルを模索しながら授業
改善をしていることが見受けられる。個々
の進度が異なることで取り残される生徒が
いないよう配慮しつつ、先に進む生徒も満
足できる授業を目指してほしい。ぜひ、授
業参観したい。

〇生徒があいさつやコミュニケーションを大
切にしている様子が、町の中でも見られ
る。保育所開放では、中学生が明るい表
情で参加し、幼児たちと楽しく接して大変盛
り上がった。
〇今後も「学校通うことが楽しみ」の項目の
向上に向け、取組を継続してもらいたい。

〇生徒の評価は高いので、家庭との連携
を図りスマホ利用のルールを守る意識を高
められるよう指導を続けてほしい。
〇生徒と教職員はSNSでつながらないこと
を徹底することや、家庭での指導が大切で
ある認識を高める取り組みを継続してほし
い。

〇職場体験をはじめ地学協働コーディ
ネーターとの連携や町長出前授業などに
より、地域の魅力を再発見し地域に根差し
た学びを展開できるような取組を継続して
ほしい。

学校教育目標
○力のある ねらいをもって 学び続ける生徒
○豊かな心を持つ 明るくて 思いやりのある生徒
○強い意志を持つ 深く考えて 実行する生徒
○心身ともに健康な ねばり強くて たくましい生徒

令和７年度重点目標

自分の考えを持って
互いに認め合い

高め合う生徒の育成

令和７年度学校経営の重点
○「互いを認め合う」活動を取り入れた学習指導
○温かい学校・学級づくり
○安全・安心な学校環境の構築
○信頼される学校づくり ○地域の中の学校

コミュニティスクール中学校部会

学校：寺口由之（校長）、原田美穂子（教諭）

委員：小澤 修、谷口昌弘、河西奈々

蘭越町立蘭越中学校

校長 寺 口 由 之 印
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